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昨
年
は
明
治
大
学
創
立
百
三

十
周
年
で
様
々
な
式
典
や
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。私
も
ア
カ
デ
ミ
ー

コ
モ
ン
で
開
か
れ
た
大
学
の
式
典

に
招
か
れ
、
あ
ら
た
め
て
明
治
大

学
の
百
三
十
年
と
い
う
歴
史
の
重

み
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。翻
っ

て
、我
々
Ｍ
Ｍ
Ｃ
も
今
年
で
三
十
周

年
と
な
り
ま
す
。駿
台
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
ク
ラ
ブ
と
明
大
マ
ス
コ
ミ
会
が

合
併
し
て
十
年
と
な
り
ま
す
が
、

今
こ
う
し
て
Ｍ
Ｍ
Ｃ
と
し
て
活
動

で
き
て
い
る
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク

ラ
ブ
に
加
盟
し
て
い
た
諸
先
輩
が一

致
協
力
し
て
頑
張
っ
て
き
た
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
懐
の
深
さ
や

愛
校
心
に
対
し
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、マス
コ
ミ
を
取
り
ま
く
環

境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。既
存
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
へ
広
告
費
が
流

れ
た
こ
と
で
、新
聞
や
出
版
な
ど
の

活
字
メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

苦
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。テ

レ
ビ
も
決
し
て
い
い
と
は
言
え
ず
、

既
存
のマス
コ
ミ
業
界
は
先
行
き
に

明
る
さ
を
感
じ
ら
れ
な
い
と
いっ
た

状
況
で
す
。業
界
の
景
気
と
い
う

意
味
で
は
な
か
な
か
苦
し
い
も
の

の
、
東
日
本
大
震
災
報
道
に
邁
進

さ
れ
た
地
元
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
頑

張
り
は
、
そ
う
し
た
閉
塞
状
況
と

は
別
の
次
元
で
、
本
来
マ
ス
コ
ミ
が

担
う
社
会
的
な
使
命
を
全
う
す

る
も
の
だっ
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
遅
々
と
し
て
進
ま

な
か
っ
た
復
興
の
槌
音
も
徐
々
に

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。福
島
の
原
発
が
ど
う
な

る
の
か
と
い
う
不
安
定
な
要
因
を

抱
え
つつ
、マス
メ
デ
ィ
ア
は
震
災
以

後
の
日
本
が
ど
う
い
う
方
向
に
進

む
べ
き
か
と
い
う
青
写
真
を
描
く

責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。我
が

Ｍ
Ｍ
Ｃ
も
メ
デ
ィ
ア
の一端
を
担
う

も
の
の
集
ま
り
と
し
て
、
震
災
以

後
の
日
本
の
あ
り
か
た
に
つい
て
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
立
場
に
あ

り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、一番
大
変

な
こ
の
時
期
に
三
十
周
年
を
迎
え

た
こ
と
は
、我
々
に
課
せ
ら
れ
た
責

任
の
重
さ
を
再
認
識
さ
せ
る
い
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
こ
の
二
千
十

二
年
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て
進

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
が

今
年
30
周
年
を
迎
え
、そ
の
存
在

意
義
が
益
々
高
い
評
価
を
得
て
い

る
こ
と
は
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご

活
躍
に
よ
る
も
の
と
深
甚
な
る
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

本
学
に
は
、
駿
台
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
ク
ラ
ブ
を
継
承
し
た
、
駿
台

マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
と
、明
治
大
学
昭

和
会
の
明
大
マ
ス
コ
ミ
会
の
２
団

体
が
あ
り
ま
し
た
。

　
いつ
の
頃
で
あ
っ
た
か
、
私
は
両

団
体
に
所
属
し
て
い
た
関
係
で
、

T
B
S
時
代
の
上
司
で
あ
っ
た
渡

辺
宏
駿
台
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
会
長

の
意
向
を
受
け
、両
団
体
の
役
員

に
１
本
化
の
打
診
を
い
た
し
ま
し

た
。
　

そ
の
間
、
か
な
り
の
紆
余
曲
折

が
あ
り
ま
し
た
が
、
思
え
ば
、
こ

の
両
団
体
が
統
合
に
至
っ
た
の

は
、
当
時
の
駿
台
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ

会
長
秋
元
秀
雄
氏
と
、
明
大
マ
ス

コ
ミ
会
会
長
堀
威
夫
氏
の
英
断

に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、２
０
０
０
年
初
頭
、こ

の
両
会
が「
明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク

ラ
ブ
」と
し
て
新
し
い一歩
を
踏
出

す
に
至
っ
た
次
第
で
す
。　

　
い
ま
の
社
会
は
、
技
術
の
進
歩

に
支
え
ら
れ
た
メ
デ
ィ
ア
の
多
様

化
に
よ
り
、
情
報
が
瞬
時
に
世
界

に
伝
わ
る
高
度
情
報
化
社
会
で

す
。世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
改

革
や
騒
乱
も
、
情
報
が
人
々
の
心

を
揺
さ
ぶ
り
、
行
動
を
起
こ
さ
せ

た
と
言
え
ま
す
。

　
い
ま
日
本
で
、
大
き
な
話
題
と

言
え
ば
放
射
線
が
あ
り
ま
す
が
、

　

昨
年
７
月
13
日
、
銀
座
ガ
ス

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
M
M
C
恒

例
の
サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
へ

の
参
加
は
、
大
学
時
代
以
来
に
な

り
ま
す
。今
回
は「
マ
ス
コ
ミ
人
」と

し
て
の
参
加
で
す
。大
学
時
代
に

こ
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
で
お
会
い
し
た

先
輩
方
の
ご
指
導
の
お
陰
で
、

２
０
０
８
年
に
希
望
し
て
い
た
広

告
会
社
に
無
事
就
職
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。就
職
直
後
は
、と
に

か
く
仕
事
が
楽
し
く
夢
中
で
夜

遅
く
ま
で
仕
事
を
す
る
日
々
が
続

き
、
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
の
お
誘
い
を

い
た
だ
き
な
が
ら
も
、
残
念
な
が

ら
参
加
で
き
な
い
年
が
続
き
ま
し

た
。 

入
社
４
年
目
を
迎
え
、
心
身

と
も
に
ゆ
と
り
が
で
て
、
今
年
こ

そ
は
参
加
す
る
と
心
に
決
め
て
い

ま
し
た
。

　

会
場
に
入
る
と
大
学
時
代
に
お

世
話
に
な
っ
た
先
輩
方
が一堂
に
介

し
て
お
り
、数
年
ぶ
り
に
お
会
い
で

き
て
嬉
し
さ
と
懐
か
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。大
学
時
代
は
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
先
輩

方
と
、
今
回
は「
マ
ス
コ
ミ
人
」と
し

て
仕
事
の
お
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
な
ん
て
、感
慨
深
い
も
の
で

す
。大
学
時
代
の
出
会
い
が
今
に
つ

な
が
る
。そ
ん
な
素
敵
な
出
会
い

が
あ
る
の
が
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
で

す
。是
非
大
学
生
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

稲
葉
真
由
香（
08
年
・
情
報
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
学
部
卒
）

十
一
月
二
十
一
日
、快
晴

と
力
強
く
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。ま

す
ま
す
お
元
気
、
エ
ー
ジ
シュー
ト

達
成
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
る

の
も
そ
う
遠
く
な
い
の
で
は
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
よ
く
ば
初
参
加
優
勝
を

目
指
し
ま
し
た
が
ご
両
人
と
も
不

本
意
な
成
績
に
終
わ
り
ま
し
た
。

雰
囲
気
に
も
な
じ
ん
だ
の
で
次
回

の
優
勝
は
期
待
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
し
ば
ら
く
不
順
な
天
候
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
当
日
は
快
晴
無
風

絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま
し

た
。今
回
の
会
場
は
大
西
敏
勝
さ

ん
が
最
近
入
会
し
た
石
坂
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
で
の
開
催
で
す
。武
蔵
野

台
地
に
作
ら
れ
た
、
な
か
な
か
戦

略
的
な
面
白
い
コ
ー
ス
で
す
。欠
場

者
続
出
で
十
二
人
三
組
の
少
々
寂

し
い
コンペ
と
な
り
ま
し
た
。

　

堀
さ
ん
は
二
年
前
の
春
の
観
桜

コンペ
で
優
勝
し
ま
し
た
が
、
秋
の

優
勝
は
初
め
て
で
し
ょ
う
か
、記
憶

に
あ
り
ま
せ
ん
。優
勝
の
ス
ピ
ー
チ

で
「
来
年
は
傘
寿
を
迎
え
る
の
で

エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
目
指
し
た
い
」 バブリーなクラブハウスの前で

◆
昨
年
は
、恒
例
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
、賑
々
し
く
開
学
1
3
0
周

年
、記
念
式
典
と
校
友
大
会
千
二

百
名
、駿
河
台
に
集
う
。

◆
M
M
C
過
去
、い
ま
、未
来
へ
。

（
Y
･
M
）

　

恒
例
の
情
報
交
換
会
「
M
M
C

サ
ロ
ン
」が
昨
年
12
月
2
日
、
こ
れ

も
ま
た
恒
例
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
ア
ミ
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。6
回
目
と

な
る
今
回
は
特
に
女
性
会
員
が
目

立
ち
、
皆
さ
ん
積
極
的
に
名
刺
交

換
、
情
報
交
換
を
行
い
、
大
手
企

業
の
若
手
女
性
と
広
告
代
理
店

O
B
と
の
や
り
取
り
や
、
I
T
広

告
代
理
店
の
女
性
社
員
が
名
刺

交
換
に
動
き
回
る
な
ど
、
業
界
の

縮
図
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
制
作
会
社
と
イ
ベ

ン
ト
会
社
、
タ
レ
ン
ト
、Ｍ
Ｃ
等
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョン
会
社
、印
刷
製
作
会

社
、ハウ
ス
エ
ー
ジェン
シ
ー
会
社
勤

務
Ｏ
Ｂ
と
幅
広
い
業
界
人
が
集

ま
っ
た
こ
と
も
今
回
の
特
徴
で
し

た
。ま
た
、
今
回
初
め
て
M
M
C

会
員
で
国
会
議
員
の
先
生
も
お

見
え
に
な
り
、こ
れ
に
は
参
加
し

編
集
後
記

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

相
模
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

幹
事
・
楡 

郁
太
郎 （
64
年
・
商
）

（
申
込
連
絡
先
090-

2247-

1121）

次
回
観
桜
コ
ン
ペ
参
加
者
大
募
集
中

武
内
裕
杯
紅
葉
コ
ン
ペ
報
告

武
内
裕
杯
紅
葉
コ
ン
ペ
報
告

武
内
裕
杯
紅
葉
コ
ン
ペ
報
告

堀
さ
ん
二
年
ぶ
り
の
優
勝

初
参
加 

永
井
進
氏
・
宇
都
大
勝
氏

順位
優勝
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
10位
11 位
12 位

氏　名
堀 威夫
佐々木 共成
中根 薫
泊 三夫
永井 進
齋藤 柳光
宇都 大勝
大西 敏勝
楡 郁太郎
久保田 耕平
木村 武
内田 正彦

アウト
43
42
47
48
48
57
46
50
46
56
54
57

イン
43
43
45
45
47
44
49
48
50
48
55
52

グロス
86
85
92
93
95
101
95
98
96
104
109
109

ハンデ
15
10
12
13
15
20
12
15 
12 
16
20
15

ネット
71
75
80
80
80
81
83
83 
84 
88
89
94

放
射
線
と
放
射
能
、放
射

性
物
質
の
混
同
、
ま
た
放

射
線
の
単
位
で
あ
る
ベ
ク

レ
ル
、シ
ー
ベ
ル
ト
、グ
レ
イ

な
ど
の
表
現
の
混
乱
が
気

に
な
り
ま
す
。

　

宇
宙
に
は
宇
宙
線
（
放

射
線
）が
飛
び
交
い
、地
球

も
誕
生
の
時
か
ら
放
射

線
は
存
在
し
て
い
ま
す
。

C
T
検
査
で
は
6
.
9
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
や
や
高
い

放
射
線
を
受
け
ま
す
が
、

し
か
し
病
気
の
発
見
が
遅

れ
る
リ
ス
ク
と
、
検
査
で

放
射
線
を
意
図
的
に
受

け
る
リ
ス
ク
の
ど
ち
ら
を

選
択
す
る
か
。

Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
長　

本
村　

隆

3030
周
年
を
新
た
な
出
発
点
に

周
年
を
新
た
な
出
発
点
に

3030
周
年
を
新
た
な
出
発
点
に

周
年
を
新
た
な
出
発
点
に

30
周
年
を
新
た
な
出
発
点
に

今
後
一
層
の
活
動
を
期
待

今
後
一
層
の
活
動
を
期
待

今
後
一
層
の
活
動
を
期
待

今
後
一
層
の
活
動
を
期
待

今
後
一
層
の
活
動
を
期
待

Ｍ
Ｍ
Ｃ
初
代
会
長　

木
元  

尚
男

ＭＭＣ会長　本村　隆

MMC初代会長　木元  尚男

M
M
C
創
立 

30
周
年
記
念
号　
繋
ご
う
明
治
の
力
！

繋
ご
う
明
治
の
力
！

繋
ご
う
明
治
の
力
！

繋
ご
う
明
治
の
力
！

繋
ご
う
明
治
の
力
！

　
こ
の
よ
う
に
、
社
会
に
は
二
律

背
反
的
な
事
象
が
常
に
身
近
に

あ
り
ま
す
。

　

本
学
で
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
目
指

す
学
生
諸
君
は
、
こ
の
こ
と
を
念

頭
に
置
き
「
科
学
的
事
実
に
基
づ

い
た
正
確
な
情
報
」を
伝
え
、
社

会
の
為
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
す

る
よ
う
心
掛
け
て
頂
き
た
い
。

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
が
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
で
働
い
て
い
る
方
々
に
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

志
す
方
々
に
、
少
し
で
も
お
役
に

立
つ
存
在
で
あ
り
た
い

と
願
って
お
り
ま
す
。

　

30
周
年
を
期
に
、
今
後
一層
の

活
動
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

木
元
尚
男 （
29
年
・
商
）

MMC発足総会（2000年1月）

第
24
回
M
M
C
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て

サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て

サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て

サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て

サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て

　

こ
の
募
金
は
、明
治
大
学
募

金
室
の「
明
治
大
学
被
災
学
生

支
援
義
援
金
」を
通
じ
、東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
明
治

大
学
現
役
学
生
へ
の
奨
学
金
等

に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

当
日
、皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に

よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
義
援
金
は

総
額
４
５
’６
６
０
円
。

　

明
治
大
学
被
災
学
生
支
援

義
援
金
と
し
て
、明
治
大
学
教

育
振
興
協
力
資
金
寄
付
窓
口

に
振
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

【
明
大
学
生
被
災
者
支
援
カ
ン
パ
】

パ
ー
テ
ィ
会
場
で
実
施
！

武内裕杯授与

　
こ
の
コ
ン
ペ
は
大
学
Ｏ
Ｂ
対
抗
ゴ

ル
フ
コ
ンペ
で
す
。チ
ー
ム
戦
で
上
位

五
名
の
合
計
ス
コ
ア
で
争
い
ま
す
。

八
十
名
・
十
五
校（
早
、
慶
、
明
、

法
、日
、
拓
、
中
、
東
経
、
北
大
な

ど
）
が
参
加
す
る
大
コ
ン
ペ
で
す
。

箱
根
駅
伝
並
み
に
学
連
選
抜
チ
ー

ム
も
あ
り
ま
す

　

優
勝
す
る
と
賞
金
は
ご
く
さ
さ

や
か
で
す
が
、
表
彰
式
で
校
歌
三

番
ま
で
歌
わ
せ
て
も
ら
え
る
と
い

う
栄
誉
に
浴
し
ま
す
。母
校
の
た

め
に
い
い
大
人
が
む
き
に
な
って
戦

い
ま
す
。

　
Ｍ
Ｍ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
参
加
は
三
年

前
か
ら
、
常
に
上
位
で
す
が
今一歩

で
優
勝
を
逃
が
し
て
ま
す
。大
西
、

佐
々
木
、堀
口
、永
井
、楡
他
の
強

力
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

年
三
回
開
催
さ
れ
、二
十
四
年
は一

月
二
十
日
で
す
の
で
Ｍ
Ｍ
Ｃ
総
会
の

と
き
は
朗
報
を
お
伝
え
で
き
る
と

思
い
ま
す
。腕
に
自
信
の
あ
る
方
は

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　　

て
い
た
現
役
学
生
に
も
刺
激
に

なっ
た
様
子
。

　
こ
の
サ
ロン
、
M
M
C
の
就
職
セ

ミ
ナ
ー
や
マ
ス
コ
ミ
講
座
を
経
て
、

晴
れ
て
マ
ス
コ
ミ
人
と
な
っ
た
若
手

の
参
加
が
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

次
回
は
4
月
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

柳
澤
克
行（
78
年
・
政
経
）

第第
66
回回
M
M
C

M
M
C
サ
ロ
ン
開
催

サ
ロ
ン
開
催

第
6
回
M
M
C
サ
ロ
ン
開
催

「
バ
ー
サ
ス
会
」コ
ン
ペ
の
紹
介
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昭和会マスコミ部会～明大マスコミ会 駿台ジャーナリストクラブ(SJC)～駿台マスコミクラブ(SMC)

この間、毎年、村山富市元首相、笹川尭代議士、
秋元秀雄･藤原弘達（評論家）、岡野加穂留（明大学長）、
竹内貞夫（OB･フジＴＶ国会担当）らの講演活動

大学広報部要請で明治大学マスコミクラブとして合併（認証）発足。初代会長木元尚男（TBS）
第２代会長河合公八郎(NTV)、第３代会長木村武（宣研）、第４代会長斉藤柳光（日刊スポーツ）

明治大学マスコミクラブ（MMC）の系譜

第５代現会長　本村隆（TBS）

1982.3.5

年月日

1982.10.27

1983.7.7

1983.11.30

1984.5

1985.6.28

1985.10.25

1989.7.12

1989.11.10

1992.5.22

1993.4.16

1996.9.27

1997.7.23

1999.1.22

明大昭和会マスコミ部会設立準備会。
ＴＶ･ラジオ･広告･エンタメ･新聞各業界から10名参加。

第1回設立総会。マスコミ部会発足。
初代部会長　故 吉川英司（フジＴＶ･常務）。 27名出席

ニューメディアＣＡＴＶフォーラム開催。50名出席

第4回総会。
第2代部会長　坂本哲郎（フジＴＶ･常務）70名出席

第8回総会。
第3代部会長　故 長井肇（毎日放送･常務）

第1回ゴルフ懇親会。（現在まで60回重ねる）

第12回総会。名称を明大マスコミ会に変更。
第4代会長　堀威夫（ホリプロ会長）。80名出席

備前焼人間国宝、故藤原雄の窯元訪問。20名参加

第15回総会。
第5代会長　中森久之（朝日放送･常務）。60名出席

SMCと明大マスコミ会が合同新年会。90名参加

駿台ジャーナリストクラブ（SJC）設立総会。
初代会長　渡辺宏（TBS 副社長）。小島憲総長、
三木武夫元首相、飛鳥田一雄元社会党委員長来賓。
全国から約 200 名が参加。

第 2回総会。100 名余出席。

第 3回総会。明治大学 100 周年記念･新装大学会館にて。
第 2代会長　秋元秀雄（評論家）

第 10回総会。駿台ジャーナリストクラブ (SJC) から
駿台マスコミクラブ (SMC) に改称。
初代会長秋元秀雄。SMCニュース1号発行。

2000.1～

2011.1～

平成24年 1月現在（敬称略。役職は当時のものです）

に
な
って
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
当

大
学
は
、２
年
連
続
で
入
学
志
願

者
数
が
日
本一に
な
り
ま
し
た
。新

学
部
の
設
置
や
サ
ッ
カ
ー
日
本
女

子
代
表
監
督
の
佐
々
木
則
夫
氏
を

は
じ
め
と
し
た
校
友
の
活
躍
も
あ

り
、当
大
学
が
世
間
に
注
目
さ
れ

る
機
会
が
増
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。今
後
も
伝
統
と
歴
史
を
継
承

し
つつ
、時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ

く
新
た
な
改
革
を
推
進
し
、素
晴

ら
し
い
人
材
を
輩
出
し
続
け
ま

す
。そ
し
て
、い
ま
以
上
に
社
会
へ

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、明
治
大
学
は
世
界
に
誇

れ
る
大
学
を
目
指
し
、世
界
に
向

け
た
提
言
を
発
信
す
る
教
育・研

究
拠
点
と
し
て
さ
ら
な
る
進
化
を

図
って
ま
い
り
ま
す
。明
治
大
学
マ

ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
方
に
も
、

今
後
の
明
治
大
学
に
よ
り
いっ
そ

う
注
目
し
て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
は

皆
さ
ま
方
の
ご
理
解・ご
協
力
を

得
て
、明
治
大
学
を
メ
デ
ィ
ア
に
大

い
に
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
ら
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。大
学
当

局
も
積
極
的
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

を
行
い
、戦
略
的
な
広
報
展
開
を

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、創
立
30
周
年

を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
、関

係
各
位
の
ご
活
躍
及
び
ご
多
幸
、

そ
し
て
、明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ

ブ
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

心
か
ら
お
祈
り
し
、ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
が
創

立
30
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、駿
台
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
初
代
会
長
の
渡
辺

宏
氏
、明
大
マ
ス
コ
ミ
会
初
代
会
長

の
吉
川
英
司
氏
を
は
じ
め
、歴
代

関
係
諸
氏
の
熱
意
と
努
力
が
実

を
結
ん
だ
賜
物
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
ご
高
承
の
と
お
り
、

当
大
学
は
昨
年
創
立
１
３
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。岸
本
辰
雄・

宮
城
浩
蔵・矢
代
操
の
３
人
の
先

生
方
の
情
熱
と
真
摯
な
姿
勢
は
、

建
学
の
精
神
で
あ
る「
権
利
自

由
」「
独
立
自
治
」と
し
て
今
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。大
学
の

使
命
と
は
、教
育
・
研
究
の
高
度

化
を
基
本
と
し
、日
本
国
内
は
言

う
に
及
ば
ず
世
界
で
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
、ま

た
、社
会
人
と
し
て
立
派
に
責
任

と
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
人
格
の
陶
冶
を
図
る
こ
と
だ

と
私
は
考
え
ま
す
。

　

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
18

歳
人
口
が
逓
減
傾
向
で
全
入
時

代
と
な
り
、大
学
間
競
争
は
熾
烈

　
こ
の
度
は
、
明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ

ク
ラ
ブ
創
立
30
周
年
を
迎
え
ら

れ
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。ま
た
、私
共
明
治
大
学
建
設
・

不
動
産
駿
台
会
を
同
じ
明
治
大

学
昭
和
会
の
流
れ
を
汲
む
O
B
・

O
G
会
と
し
て
常
日
頃
か
ら
交
流

さ
せ
て
い
た
だ
き
、大
変
う
れ
し
く

思
い
、感
謝
の
念
に
絶
え
ま
せ
ん
。

　

30
年
間
と
い
う
長
き
に
亘
り
、

諸
先
輩
方
の
ご
努
力
・
ご
尽
力
は

も
と
よ
り
、
会
員
一人
一人
の
ご
活

動
・
ご
活
躍
が
あ
れ
ば
こ
そ
、こ
の

よ
う
に
会
が
続
い
て
い
く
の
だ
と

確
信
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。私

共
の
業
界
で
も
、情
報
は
、ま
ず
は

知
る
こ
と
の
大
切
さ
、そ
し
て
分
析

し
、理
解
す
る
こ
と
、そ
の
上
で
行

動
に
移
す
こ
と
の
指
針
の一つ
に
なっ

て
い
ま
す
。正
に
マ
ス
コ
ミ
業
界
と

の
深
いつ
な
が
り
が
重
要
な
も
の
に

な
って
お
り
ま
す
。お
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
重

ね
、
活
動
し
て
い
く
こ
と
で「
明
治

大
学
お
よ
び
社
会
に
貢
献
す
る
」

と
い
う
我
々
O
B
・
O
G
に
か
け

ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ

ブ
設
立
30
周
年
記
念
総
会
の
成

功
を
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
長　

馬
渕 

豊

　
マ
ス
コ
ミ
界
で
活
躍
し
て
い
る
明

治
大
学
出
身
者
が
横
断
的
に
親
睦

と
情
報
交
換
、交
流
の
場
を
絆
と

し
て
発
足
し
た「
明
治
大
学
マ
ス
コ

ミ
ク
ラ
ブ
」は
30
周
年
を
迎
え
同

慶
の
至
り
。発
足
し
て
以
来
駿
台

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ（
S
J
C
）

と
、明
大
昭
和
会
の
マ
ス
コ
ミ
会
が

合
併
し
て
、「
明
治
大
学
マス
コ
ミ
ク

ラ
ブ
」と
名
称
を
変
え
て
10
年
に

な
る
。

　

そ
ん
な
中
、千
年
に一度
と
い
わ

れ
た
東
日
本
大
震
災
、原
発
事
故

発
生
の
昨
年
か
ら
平
成
二
十
四
年

を
節
目
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。世
界
情
勢
は
、米
国
リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
、欧
州
通
貨
不
安
、中
東

宗
派
争
い
等
、日
本
円
高
の
影
響
、

経
済
不
況
は
国
民
を
底
知
れ
ぬ
不

安
に
陥
れ
て
い
る
。「
マ
ス
コ
ミ
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
。

既
存
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
ネ
ッ
ト
へ
広

告
費
が
流
れ
、新
聞
、出
版
は
苦
し

く
な
る一方
、業
界
の
先
行
き
は
明

る
く
な
い
」と
木
村
武
初
代
マ
ス
コ

ミ
会
事
務
局
長
O
B
。ま
た
、元
フ

ジ
テ
レ
ビ
報
道
、政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
竹
内
貞
男
O
B
は「
ド
ロ
舟
の

沈
没
寸
前
の
政
局
、国
民
は
タ
イ
タ

ニッ
ク
号
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
人

た
ち
と
同
じ
運
命
な
の
か
。そ
の
た

め
に
も
権
力
を
見
据
え
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
M
M
C
は
進
ん
で
ほ
し
い
」と

「
前
へ
」の
精
神
を
強
調
す
る
。「
ス

タ
ー
ト
は
不
安
だ
ら
け
、し
か
し
、

広
報
課
で
マス
コ
ミ
関
係
の
卒
業
生

を
探
し
出
し
て
も
ら
い
手
書
き
で

住
所
を
探
し一覧
表
を
ま
と
め
、三

千
人
に
も
及
ぶ
資
料
を
作
っ
た
」と

発
足
当
時
、元
共
同
通
信
、S
J
C

初
代
事
務
局
長
の
荻
須
勲
O
B
は

述
懐
し
、「
権
利
、自
由
、独
立
、自

治
の
精
神
を
い
ま
の
内
向
き
指
向

の
強
い
現
役
明
大
生
に
…
」と
叱

咤
激
励
す
る
。そ
の
た
め
に
も
い
ま

活
動
し
て
い
る
マ
ス
コ
ミ
就
活
講
座

開
講
の
活
動
、ネ
ッ
ト
H・P
の
開
設

は
M
M
C
の
前
に
明
る
い
陽
光
が

射
し
こ
む
こ
と
を
望
み
た
い
。

　

貴
ク
ラ
ブ
が
創
立
30
周
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
事
に
心
よ
り
祝
意

を
申
し
上
げ
ま
す
。発
足
以
来
、

会
員
皆
様
の
脈
々
と
受
け
継
が
れ

た
熱
き
思
い
が
、
長
き
歴
史
と
輝

か
し
い
伝
統
を
築
か
れ
た
も
の
と

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

知
の
集
団
で
あ
る
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ

ブ
は
、
幾
多
の
校
友
会
組
織
の
中

で
も
常
に
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ

り
ま
す
。私
達
全
国
紫
明
ク
ラ
ブ

も
、皆
様
の
活
発
な
活
動
、即
ち
マ

ス
コ
ミ
講
座
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
活

動
に
い
つ
も
注
目
し
模
範
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
時
代
の
夢
を
破
る
べ
く
、
正
義

の
鐘
を
打
ち
て
鳴
ら
さ
ん
」
明
治

大
学
校
歌
の一節
で
す
が
、
ま
さ
に

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る
マス
コ
ミ

ク
ラ
ブ
に
は
こ
れ
か
ら
も
時
代
の

先
端
を
走
り
続
け
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。全
国
紫
明
ク
ラ
ブ
も

異
業
種
交
流
を
通
じ
て
「
高
き
理

想
の
道
を
行
く
」
が
ご
と
く
人
間

成
長
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て

参
り
ま
す
。今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご

厚
誼
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、貴
会
の
ま
す
ま
す
の

ご
隆
盛
を
祈
念
申
し
上
げ
お
祝
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
治
大
学

理
事
長　

長
堀 
守
弘

う
多
様
性
を
も
っ
た
人
材
の
豊
富

さ
に
あ
る
で
し
ょ
う
。是
非
、
マ
ス

コ
ミ
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
、
新

聞
、テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、広
告
、制
作

エン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
、I
T
関
係
等

を
中
心
に
、
明
治
大
学
の
学
生
が

広
範
囲
に
就
職
し
、
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。マ
ス
コ

ミ
に
お
け
る
卒
業
生
の
数
と
そ
の

活
躍
が
、
母
校
の
名
声
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
最
も
大
事
の一つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら

ば
、我
々
は
、卒
業
生
が
活
躍
し
て

い
る
こ
と
を
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て

初
め
て
知
り
、マ
ス
コ
ミ
に
母
校
の

名
前
が
出
た
り
、
現
役
や
校
友
の

活
躍
に
関
す
る
報
道
に
接
す
る

と
欣
喜
雀
躍
す
る
か
ら
で
す
。そ

れ
が
母
校
愛
の
源
、
校
友
活
動
の

元
気
の
源
と
な
り
、
ひ
い
て
は
母

校
の
強
力
な
支
援
に
繋
が
る
か
ら

で
す
。

　

齊
藤
柳
光
前
会
長
は
、
現
在
、

校
友
会
の
広
報
担
当
の
副
会
長
と

し
て
、ネ
ッ
ト
と
ウェッ
ブ
を
用
い
て

校
友
間
の
情
報
共
有
を
目
的
と

す
る
紫
紺
ネ
ッ
ト
の
構
築
の
け
ん

引
役
に
な
って
い
ま
す
。齊
藤
前
会

長
を
は
じ
め
と
し
た
M
M
C
の
会

員
の
仲
立
ち
で
、是
非
、M
M
C
と

校
友
会
と
が
共
同
を
し
て
、
明
治

は一つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
手
を
た

づ
さ
え
て
母
校
発
展
の
支
援
に
努

力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
を
致
し

ま
す
。

　

M
M
C
（
明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク

ラ
ブ
）は
、
2
0
0
0
年
頃
に
マ
ス

コ
ミ
関
係
の
会
が
大
同
団
結
し
て

発
足
し
た
こ
と
は
知
って
い
ま
し
た

が
、
そ
の
前
に
約
20
年
間
の
前
史

が
あ
り
、
華
や
か
な
活
動
の
歴
史

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。先
人
の
御
努
力
に
敬
意
を
表

す
る
と
共
に
30
周
年
を
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

M
M
C
に
は
、
私
は
、
あ
る
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、
M
M
C

が
毎
年
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
の
就
職
セ

ミ
ナ
ー
を
現
役
学
生
の
た
め
に
開

催
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
積
極
さ

と
後
輩
を
思
う
熱
意
に
頭
が
下
が

る
思
い
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。と

き
ど
き
、
M
M
C
の
会
合
に
顔
を

出
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
あ
り
ま
す

が
、
き
ら
星
の
ご
と
く
に
活
躍
さ

れ
た
素
晴
ら
し
い
先
輩
の
存
在
と

幅
の
広
い
人
脈
と
後
輩
を
思
う
会

員
の
気
持
ち
の
強
さ
に
、
常
に
感

銘
を
受
け
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

明
治
大
学
の
良
さ
の一つ
は
、
ど

の
分
野
に
も
卒
業
生
が
い
る
と
い

校
友
会

会
長　

向
殿 

政
男

明
治
大
学
建
設
・
不
動
産
駿
台
会

会
長　

太
田 

裕
康

全
国
紫
明
ク
ラ
ブ

会
長　

上
西 

紘
治

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
創
立

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
創
立
3030
周
年
を
祝
す

周
年
を
祝
す

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
創
立
30
周
年
を
祝
す

「
前
へ
」、更
に

「
前
へ
」、更
に
M
M
C

M
M
C
はは
……

「
前
へ
」、更
に

「
前
へ
」、更
に
M
M
C

M
M
C
はは
……

「
前
へ
」、更
に

「
前
へ
」、更
に
M
M
C

M
M
C
はは
……
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年
は
、ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
、ブ
ー
ゲ
ン
ビ

リ
ア
な
ど
な
ど
南
国
の
花
が
満
開

だ
。世
界
ゴ
ル
フ
博
物
館
の
あ
る
セ

ン
ト
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
の
ゴ
ル
フ
場
の

彼
の
家
は
庭
先
が
11
番
ホ
ー
ル
の

フ
ァ
ウ
エ
イ
で
、短
パ
ン
、半
袖
で
プ

レ
イ
が
で
き
た
。ま
た
海
も
近
く

鰐
に
注
意
し
な
が
ら
の
蟹
と
り
や

釣
り
も
楽
し
め
た
。4
日
ほ
ど
滞

在
、ト
レッ
キ
ン
グ
に
出
発
。

3 

エ
ル
・
カ
ラ
フ
ァ
テ

　
フ
ロ
リ
ダ
か
ら
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
経
由
で
パ
タ
ゴ
ニ
ア
入
り
口
エ
ル

カ
ラ
フ
ァ
テ
ま
で
12
時
間
の
フ
ラ
イ

ト
で
あ
る
。小
さ
な
街
は
、森
と
湖

に
囲
ま
れ
、ペ
リ
ト
・
モ
レ
ノ
氷
河

国
立
公
園
の
観
光
基
地
と
し
て
賑

わ
い
が
あ
っ
た
。日
系
3
世
経
営
の

ミ
ヤ
ザ
ト
・
イ
ン
に
泊
ま
る
が
日

本
語
は
通
じ
な
い
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

美
人
の
奥
さ
ん
が
英
語
と
か
た
こ

と
の
日
本
語
で
き
り
も
り
し
て
い

た
。旅
の
荷
物
は
こ
こ
に
デ
ポ
し
て

1 

パ
タ
ゴ
ニ
ア
と
は
。

　

衣
料
品
の
ブ
ラ
ン
ド
と
聞
か
れ

る
ぐ
ら
い
、
な
じ
み
の
な
い
土
地

だ
。南
米
の
パ
タ
ゴニ
ア
は
、南
緯
40

度
か
ら
55
度
の
南
極
に
近
い
、
氷

河
と
湖
、
そ
し
て
ア
ン
デ
ス
山
脈
の

岩
山
に
囲
ま
れ
た
秘
境
で
あ
る
。

　

面
積
は
、
日
本
の
3
倍
、
北
緯

40
度
の
秋
田
か
ら
北
緯
55
度
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
半
島
の
広
さ
を
想
像
す

る
と
わ
か
り
や
す
い
。ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
と
チ
リ
に
ま
た
が
り
マ
ゼ
ラ
ン
が

1
5
2
0
年
に
発
見
し
た
。

2 

フ
ロ
リ
ダ

　

3
月
初
め
に
成
田
を
出
発
、
同

行
す
る
フ
ロ
リ
ダ
に
住
む
友
人
宅

を
中
継
基
地
と
し
て
ト
レッ
キ
ン
グ

の
準
備
を
す
す
め
た
。昨
年
訪
問

し
た
時
は
、
1
0
0
年
ぶ
り
の
寒

波
で
花
が
全
滅
し
て
い
た
が
、
今

　

M
M
C
は
マ
ス
コ
ミ
O
B
の

親
睦
会
で
す
が
、
一
人
で
も
マ
ス

コ
ミ
業
界
に
進
出
し
て
ほ
し
い

と
い
う
母
校
への
恩
返
し
、
そ
し

て
新
し
い
会
員
開
拓
の
目
的
で

2
0
0
0
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」を
毎
年
開
催

し
、
5
年
前
か
ら
は
「
マ
ス
コ
ミ

講
座
」を
続
け
て
い
ま
す
。　

　

春
に
は「
全
体
セ
ミ
ナ
ー
」、
秋

に
は
「
業
界
別
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題

し
ま
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
6
月
、リ
バ
テ
ィ

ホ
ー
ル
に
て
約
3
0
0
名
の
学

生
を
集
め
て
「
全
体
セ
ミ
ナ
ー
」

で
は
主
要
マ
ス
コ
ミ
４
業
界
か
ら

各
1
名
の
4
名
に
そ
れ
ぞ
れ
の

業
界
の
現
状
と
就
活
状
況
を
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
は
日
本
テ
レ
ビ
、産

経
新
聞
、博
報
堂
、P
H
P
研
究

北
海
道
に
人
材
を

北
海
道
放
送
㈱　

磯
田 

雄
大

リ
レ
ー
エッ
セ
イ

リ
レ
ー
エッ
セ
イ  

北
か
ら
南
か
ら

北
か
ら
南
か
ら

リ
レ
ー
エッ
セ
イ

リ
レ
ー
エッ
セ
イ  

北
か
ら
南
か
ら

北
か
ら
南
か
ら

リ
レ
ー
エッ
セ
イ

リ
レ
ー
エッ
セ
イ  

北
か
ら
南
か
ら

北
か
ら
南
か
ら

　

北
海
道・札
幌
市
の
現
場
か
ら
、

1
9
9
6
年（
平
成
８
年
）商
学

部
卒
業
の
磯
田
雄
大（
い
そ
だ
か
つ

ひ
ろ
）が
お
伝
え
し
ま
す
。５
年

間
に
及
ぶ
大
学
生
活
を
経
て
、地

元
の
放
送
局
に
入
社
し
て
は
や
16

年
、報
道
記
者
と
し
て
も
15
年
の

月
日
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
時
代
の
経
験
か
ら
、

遊
び
心
溢
れ
る
仲
間
と
議
論
し

な
が
ら
、モ
ノ
を
作
る
仕
事
が
し
た

い
と
思
い
、生
涯
の
職
場
と
し
て

放
送
局
を
選
び
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
に
ニュ
ー
ス
、ス
ポ
ー
ツ
、ド
キ
ュメ

ン
タ
リ
ー
な
ど
の
仕
事
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

最
大
の
失
敗
は
、2
0
0
0
年

に
北
広
島
市
で
自
衛
隊
の
航
空

機
が
、誤
っ
て
老
人
福
祉
施
設
の

駐
車
場
に
ミ
サ
イ
ル
を
撃
っ
た
事

故
の
取
材
で
し
た
。現
場
か
ら
生

中
継
す
る
こ
と
に
な
っ
た
私
は
、ア

ス
フ
ァ
ル
ト
に
深
く
刺
さ
っ
た
ミ
サ

イ
ル
の
穴
の
大
き
さ
を
表
現
す
る

た
め
に
、穴
に
指
を
出
し
入
れ
し

て
、「
御
覧
下
さ
い
。穴
は
第
二
関

節
の
深
さ
ま
で
到
達
し
て
い
ま

す
」と
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の

時
の
指
が
、人
差
し
指
で
は
な
く
、

中
指
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、ど
こ
か
卑

猥
な
恥
ず
か
し
い
リ
ポ
ー
ト
に

な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

 

そ
う
し
た
失
敗
の一方
で
、私
は

北
海
道
が
直
面
す
る
危
機
も
見

続
け
て
き
ま
し
た
。入
社
２
年
目

の
1
9
9
7
年
に
は「
都
市
銀

行
」の
北
海
道
拓
殖
銀
行
が
経
営

破
綻
。5
年
前
の
2
0
0
6
年
に

は
倒
産
す
る
は
ず
の
な
い「
自
治

体
」の
夕
張
市
が
、年
間
収
入
の

60
倍
に
も
あ
た
る
6
0
0
億
円

以
上
の
負
債
を
抱
え
財
政
破
綻

…
。長
引
く
地
元
経
済
の
低
迷
に

加
え
、地
上
デ
ジ
タ
ル
化
の
設
備

投
資
も
あ
り
、我
々
地
方
局
の
経

営
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
方
の
事
情
も
あ
っ

て
か
、若
い
人
材
の「
温
度
の
低

下
」が
気
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は

地
方
だ
け
の
問
題
か
も
し
れ
ま
せ

所
（
出
版
）の
O
B
4
人
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
マス
コ
ミ
業
界
も
不
況

と
ネ
ッ
ト
関
連
企
業
に
押
さ
れ
、

売
上
減
と
変
革
を
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。10
年
前
な
ら
マ
ス
コ
ミ
な

ら
で
は
の
景
気
の
い
い
話
の
連
続

で
し
た
が
、
今
は
コン
テ
ン
ツ
に
ど

の
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
い

か
に
ヒッ
ト
や
売
上
げ
を
伸
ば
す

か
を
力
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　

秋
10
月
に
は
「
業
界
別
実
践

セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
ま
し
て
3
日

間
に
渡
り
、放
送
、新
聞
、出
版
、

広
告
、
制
作
エン
タ
、
I
T
関
連

業
界
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
就
活
環

境
を
中
心
に
具
体
的
に
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。延
べ
９
０
０

名
に
の
ぼ
る
学
生
の
参
加
者
が

あ
り
、そ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　

も
う
一つ
の
柱
、「
M
M
C
マ
ス

コ
ミ
講
座
」は
学
生
に
対
し
て
、エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
、
作
文
、

模
擬
面
接
を
中
心
に
よ
り
実
践

的
に
、
約
6
か
月
毎
週
各
O
B

が
講
師
と
し
て
各
期
60
人
程
を

指
導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
今
年
度
は
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、

毎
週
の
指
導
は
休
止
し
11
月
の

集
中
講
座
開
催
に
と
ど
め
ま
し

た
。来
年
度
再
開
に
向
け
て
考

慮
中
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
今
年
4
月
入
社

予
定
の
4
年
生
は
…
読
売
新
聞

東
京
本
社
2
名
、日
刊
ス
ポ
ー
ツ

新
聞
、
東
宝
、
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

静
岡
第
一テ
レ
ビ
ア
ナ
、
F
M
愛

媛
、共
同
テ
レ
ビ
ジ
ョン
他
、毎
年

10
名
以
上
の
学
生
が
大
手
マ
ス
コ

ミ
に
内
定
を
い
た
だ
い
て
ま
す
。

ま
た
惜
し
く
も
マ
ス
コ
ミ
に
入
ら

な
かっ
た
学
生
で
も
、
大
手
企
業

への
内
定
を
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

今
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
は
生
き
残

り
を
か
け
て
切
磋
琢
磨
し
て
い

ま
す
。私
達
は
こ
れ
か
ら
も
そ
の

厳
し
い
状
況
を
伝
え
る
と
共
に
、

今
も
変
わ
ら
な
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
仕
事
に
取
り
組
も
う
と
す

る
後
輩
諸
君
の
ア
シ
ス
ト
に
全

力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

常
任
理
事 

大
林
龍
彦
（
78
年
・

政
経
）　　
　
　
　

テ
ン
ト
生
活
の
ト
レッ
キ
に
出
発
。

4 

フ
ィ
ツ
ロ
イ
山（
3
4
0
5
ｍ
）

　
エ
ル
・
カ
ラ
フ
ァ
テ
か
ら
2
2
0

㎞
登
山
口
エ
ル
・
シ
ャ
ル
テ
ン
ま
で

の
バ
ス
は
、
緑
の
な
い
禿
山
の
よ
う

な
パ
ン
パ
と
呼
ば
れ
る
荒
野
を
走

る
。時
々
、パ
タ
ゴ
ニ
ア
だ
け
に
住
む

ラ
マ
の
よ
う
な
、
グ
ア
ナ
コ
が
20
か

ら
30
頭
群
れ
で
現
れ
た
。ま
た
コ

ン
ド
ル
も
み
か
け
た
。エ
ル
・
シ
ャ

ル
テ
ン
は
、
風
速
10ｍ
か
ら
20ｍ
の

風
が
絶
え
間
な
く
吹
い
て
、
人
影

の
な
い
街
だ
。フ
ィ
ツ
ロ
イ
は
、
氷

河
に
削
ら
れ
た
鋭
い
岩
壁
が
世
界

中
の
ク
ラ
イ
マ
ー
の
憧
れ
の
山
だ
。

最
初
の
キ
ャ
ン
プ
地
は
、氷
河
湖
の

近
く
で
、
秋
な
の
に
冬
山
の
寒
さ

だ
。
　

2
日
目
も
天
候
は
、
回
復
せ

ず
、
20
㎏
の
ザ
ッ
ク
に
あ
え
ぎ
な

が
ら
登
る
。3
日
目
に
少
し
回
復

す
る
が
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
自
然
の
厳
し

さ
を
あ
じ
わ
う
。

5 

プ
エ
ル
ト
ナ
タ
レ
ス（
チ
リ
） 

　

 

パ
イ
ネ
山（
2
8
0
0
ｍ
）

　
エ
ル
シ
ャ
ル
テ
ン
か
ら
カ
ラ
フ
ァ
テ

に
帰
り
、
ミ
ヤ
ザ
ト
イ
ン
で
3
・

1
1
東
日
本
大
地
震
と
、
大
津

波
、
原
発
事
故
を
C
N
N
ニュー
ス

で
知
り
シ
ョッ
ク
を
う
け
る
。東
京

への
電
話
連
絡
で
家
族
の
無
事
を

確
認
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
続
行
。パ

イ
ネ
山
の
入
り
口
、
プ
エル
ト
ナ
タ

レ
ス
ま
で
バ
ス
で
6
時
間
、
チ
リ
国

境
の
税
関
で
2
時
間
待
た
さ
れ
、

8
時
間
の
長
旅
と
な
っ
た
。税
関
の

チ
リ
美
人
の
職
員
が
笑
顔
を
振
り

ま
き
唯一の
慰
め
と
なっ
た
。

　
こ
の
街
の
人
口
2
万
人
、チ
リ
側

の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
入
り
口
、
そ
し
て
パ

イ
ネ
国
立
公
園
の
観
光
基
地
で
あ

る
。海
が
近
く
魚
料
理
と
ワ
イ
ン

の
美
味
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多
か
っ

た
。ト
ー
レ
ス
パ
イ
ネ
は
、
花
崗
岩

の
岩
山
が
氷
河
に
侵
食
さ
れ
鋭
い

タ
ワ
ー
の
よ
う
な
岩
峰
で
あ
る
。ま

た
パ
イ
ネ
の
角
と
呼
ば
れ
る
パ
イ

ネ
グ
ラ
ン
デ
は
、
3
0
0
0ｍ
の
大

き
な
岩
山
が
、いつ
も
励
ま
す
か
の

よ
う
に
姿
を
み
せ
た
。

　

3
泊
4
日
の
天
幕
ト
レッ
キ
ン
グ

は
、快
晴
に
恵
ま
れ
、パ
タ
ゴニ
ア
の

自
然
を
満
喫
し
た
旅
に
なっ
た
。

6 

ウ
シ
ュ
ア
イ
ワ（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

　

南
極
ま
で
1
0
0
0
㎞
ぐ
ら
い

の
ウ
シュア
イ
ワ
は
、
世
界
最
南
端

の
街
で
あ
る
。

　
プ
エ
ル
ト
ナ
タ
レ
ス
か
ら
バ
ス
で

12
時
間
の
長
旅
と
な
っ
た
が
落
ち

着
い
た
町
の
雰
囲
気
と
親
し
み
や

す
い
ア
ル
ゼ
ン
チ
ー
ナ
が
疲
れ
を
い

や
し
て
く
れ
た
。ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
と
ウ
シュア
イ
ワ
は
、思
い
き
って

パ
タ
ゴ
ニ
ア
紀
行

常
任
顧
問　

木
村 
武

5
ツ
星
ホ
テ
ル
に
し
、
久
し
ぶ
り
に

ゆ
っ
た
り
と
し
た
。マ
ゼ
ラ
ン
海
峡

と
ビ
ー
グ
ル
水
道
に
囲
ま
れ
た
街

は
、
南
緯
55
度
の
森
林
限
界
が
迫

り
、いつ
も
強
風
が
吹
き
、
高
山
に

い
る
よ
う
だ
。観
光
も
マ
ゼ
ラ
ン
ペ

ン
ギ
ン
の
生
息
地
の
ク
ル
ー
ズ
な
ど

楽
し
い
体
験
を
し
た
。

　

帰
国
の
ウ
シュア
イ
ワ
、ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
、フ
ロ
リ
ダ
、成
田
ま
で
の

長
い
フ
ラ
イ
ト
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
中

継
地
で
休
息
と
観
光
を
挿
み
、
楽

し
い
思
い
出
と
なっ
た
。

ん
が
、夢
を
抱
い
て
放
送
局
に
入
っ

て
く
る
若
者
が
極
め
て
少
な
く
な

り
ま
し
た
。「
内
定
が
出
た
か
ら
」

「
北
海
道
で
暮
ら
し
た
い
か
ら
」

な
ど
と
、我
々
の
時
代
で
は
１
次

面
接
で
落
と
さ
れ
そ
う
な
理
由
で

入
社
し
て
き
ま
す
。

 

就
職
斡
旋
の
仕
事
を
し
て
い
る

知
人
に
よ
れ
ば
、も
う
マ
ス
コ
ミ
、

特
に
地
方
局
は「
斜
陽
産
業
」で
、

人
気
業
種
で
は
な
い
と
言
い
ま

す
。そ
れ
も「
時
代
だ
か
ら
」と
納

得
す
る
風
潮
も
あ
り
ま
す
。し
か

し
、マ
ス
コ
ミ
は
権
力
と
対
峙
し
、

と
き
に
は
夢
を
語
る
仕
事
で
す
。

そ
れ
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

 

そ
こ
で
、明
大
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
に

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、テ
レ

ビ
の
世
界
に
夢
を
抱
く
、熱
を

持
っ
た
若
者
を
、北
海
道
に
送
り

込
ん
で
頂
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま

た
、北
海
道
内
に
明
大
出
身
の
マ
ス

コ
ミ
人
が
少
な
い
こ
と
も
私
は
大

き
な
問
題
だ
と
思
って
い
ま
す
。こ

の
ま
ま
、先
細
る
地
方
局
を
黙
っ

て
見
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。有
望
な
若
者
を
ぜ
ひ
北
海
道

に
送
り
込
ん
で
頂
い
て
、北
海
道

の
危
機
を
脱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

 

Ｍ
Ｍ
Ｃ
30
周
年
の
節
目
に
、ご
縁

あ
り
ま
し
て
、こ
の
執
筆
の
機
会
を

頂
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
出
来
な

か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と

も
に
、ぜ
ひ
地
方
への
人
材
供
給
も

お
忘
れ
な
く
、お
願
い
し
ま
す
。

 

以
上
、す
で
に一面「
銀
世
界
」の

北
海
道
の
現
場
か
ら
お
伝
え
し

ま
し
た
。

就
職
セ
ミ
ナ
ー

就
職
セ
ミ
ナ
ー
1010
余
年
、

余
年
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
学
生
支
援
を

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
学
生
支
援
を

パタゴニア　テントサイトにて

ペリト・モレノ氷河国立公園

パイネグランデ

　
Ｍ
Ｍ
Ｃ
創
立
30
周
年
を
機
に

当
会
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
昨
年
５
月
の
理
事
会

で
決
定
し
、私
が
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
い
ざ
始
め
て
み
る

と
、
な
か
な
か
方
向
性
が
定
ま

ら
ず
、原
稿
も
集
ま
ら
な
い
。やっ

と
本
格
的
に
動
き
出
し
た
の
は

年
末
に
な
って
か
ら
で
、
こ
の
原

稿
を
書
い
て
い
る
本
日
時
点
で
も

ま
だ
、
完
成
に
は
至
って
い
ま
せ

ん
。こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
、徐
々
に
進
化

さ
せ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
と
は
言
え
、
と
り
あ
え
ず

「
Ｍ
Ｍ
Ｃっ
て
ど
ん
な
集
ま
り
で

す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
は
最
低

限
度
答
え
ら
れ
る
も
の
に
は
なっ

た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、セ

ミ
ナ
ー
の
講
師
の
先
生
を
お
願

い
す
る
時
や
、明
大
卒
業
生
に
会

への
参
加
を
誘
う
時
に
も
、便
利

な
ツ
ー
ル
に
な
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
。是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
い
た

だ
く
と
、直
近
の
行
事
予
定
に
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
への
こ
れ
ま
で

以
上
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
Ｈ
Ｐ
の
中
に
は
、
現
時
点

で
手
に
入
っ
た
過
去
の
会
報
を

閲
覧
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

し
て
い
ま
す
。特
に
設
立
当
時
の

会
報
を
読
み
直
し
て
み
る
と
、明

大
を
愛
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
た

い
と
い
う
設
立
当
初
の
諸
先
輩

方
の
熱
い
想
い
が
伝
わ
って
来
ま

す
。ど
う
ぞ
ご一読
く
だ
さ
い
。

　

母
校
明
治
の
更
な
る
発
展
に

寄
与
で
き
る
明
大
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ

ブ
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
明
治
の

力
を
繋
げ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。そ

の
一
助
と
な
る
よ
う
な
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
って
ゆ
き
た
い
と
願

う
所
存
で
す
。

常
任
理
事 

山
田
祐
司（
83
年
・
商
）

Ｍ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成
！

Ｍ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成
！

Ｍ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成
！

Ｍ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成
！

Ｍ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成
！MMC ホームページURL

http://www.meiji-mmc.com/

就
職
セ
ミ
ナ
ー
10
余
年
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
学
生
支
援
を
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年
は
、ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
、ブ
ー
ゲ
ン
ビ

リ
ア
な
ど
な
ど
南
国
の
花
が
満
開

だ
。世
界
ゴ
ル
フ
博
物
館
の
あ
る
セ

ン
ト
オ
ー
ガ
ス
テ
ィ
の
ゴ
ル
フ
場
の

彼
の
家
は
庭
先
が
11
番
ホ
ー
ル
の

フ
ァ
ウ
エ
イ
で
、短
パ
ン
、半
袖
で
プ

レ
イ
が
で
き
た
。ま
た
海
も
近
く

鰐
に
注
意
し
な
が
ら
の
蟹
と
り
や

釣
り
も
楽
し
め
た
。4
日
ほ
ど
滞

在
、ト
レッ
キ
ン
グ
に
出
発
。

3 

エ
ル
・
カ
ラ
フ
ァ
テ

　
フ
ロ
リ
ダ
か
ら
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
経
由
で
パ
タ
ゴ
ニ
ア
入
り
口
エ
ル

カ
ラ
フ
ァ
テ
ま
で
12
時
間
の
フ
ラ
イ

ト
で
あ
る
。小
さ
な
街
は
、森
と
湖

に
囲
ま
れ
、ペ
リ
ト
・
モ
レ
ノ
氷
河

国
立
公
園
の
観
光
基
地
と
し
て
賑

わ
い
が
あ
っ
た
。日
系
3
世
経
営
の

ミ
ヤ
ザ
ト
・
イ
ン
に
泊
ま
る
が
日

本
語
は
通
じ
な
い
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

美
人
の
奥
さ
ん
が
英
語
と
か
た
こ

と
の
日
本
語
で
き
り
も
り
し
て
い

た
。旅
の
荷
物
は
こ
こ
に
デ
ポ
し
て

1 

パ
タ
ゴ
ニ
ア
と
は
。

　

衣
料
品
の
ブ
ラ
ン
ド
と
聞
か
れ

る
ぐ
ら
い
、
な
じ
み
の
な
い
土
地

だ
。南
米
の
パ
タ
ゴニ
ア
は
、南
緯
40

度
か
ら
55
度
の
南
極
に
近
い
、
氷

河
と
湖
、
そ
し
て
ア
ン
デ
ス
山
脈
の

岩
山
に
囲
ま
れ
た
秘
境
で
あ
る
。

　

面
積
は
、
日
本
の
3
倍
、
北
緯

40
度
の
秋
田
か
ら
北
緯
55
度
カ
ム

チ
ャ
ッ
カ
半
島
の
広
さ
を
想
像
す

る
と
わ
か
り
や
す
い
。ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
と
チ
リ
に
ま
た
が
り
マ
ゼ
ラ
ン
が

1
5
2
0
年
に
発
見
し
た
。

2 

フ
ロ
リ
ダ

　

3
月
初
め
に
成
田
を
出
発
、
同

行
す
る
フ
ロ
リ
ダ
に
住
む
友
人
宅

を
中
継
基
地
と
し
て
ト
レッ
キ
ン
グ

の
準
備
を
す
す
め
た
。昨
年
訪
問

し
た
時
は
、
1
0
0
年
ぶ
り
の
寒

波
で
花
が
全
滅
し
て
い
た
が
、
今

　

M
M
C
は
マ
ス
コ
ミ
O
B
の

親
睦
会
で
す
が
、
一
人
で
も
マ
ス

コ
ミ
業
界
に
進
出
し
て
ほ
し
い

と
い
う
母
校
への
恩
返
し
、
そ
し

て
新
し
い
会
員
開
拓
の
目
的
で

2
0
0
0
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

「
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」を
毎
年
開
催

し
、
5
年
前
か
ら
は
「
マ
ス
コ
ミ

講
座
」を
続
け
て
い
ま
す
。　

　

春
に
は「
全
体
セ
ミ
ナ
ー
」、
秋

に
は
「
業
界
別
セ
ミ
ナ
ー
」
と
題

し
ま
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
1
1
年
6
月
、リ
バ
テ
ィ

ホ
ー
ル
に
て
約
3
0
0
名
の
学

生
を
集
め
て
「
全
体
セ
ミ
ナ
ー
」

で
は
主
要
マ
ス
コ
ミ
４
業
界
か
ら

各
1
名
の
4
名
に
そ
れ
ぞ
れ
の

業
界
の
現
状
と
就
活
状
況
を
報

告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

2
0
1
1
年
は
日
本
テ
レ
ビ
、産

経
新
聞
、博
報
堂
、P
H
P
研
究

北
海
道
に
人
材
を

北
海
道
放
送
㈱　

磯
田 

雄
大

リ
レ
ー
エッ
セ
イ

リ
レ
ー
エッ
セ
イ  

北
か
ら
南
か
ら

北
か
ら
南
か
ら

リ
レ
ー
エッ
セ
イ

リ
レ
ー
エッ
セ
イ  

北
か
ら
南
か
ら

北
か
ら
南
か
ら

リ
レ
ー
エッ
セ
イ

リ
レ
ー
エッ
セ
イ  

北
か
ら
南
か
ら

北
か
ら
南
か
ら

　

北
海
道・札
幌
市
の
現
場
か
ら
、

1
9
9
6
年（
平
成
８
年
）商
学

部
卒
業
の
磯
田
雄
大（
い
そ
だ
か
つ

ひ
ろ
）が
お
伝
え
し
ま
す
。５
年

間
に
及
ぶ
大
学
生
活
を
経
て
、地

元
の
放
送
局
に
入
社
し
て
は
や
16

年
、報
道
記
者
と
し
て
も
15
年
の

月
日
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
大
学
時
代
の
経
験
か
ら
、

遊
び
心
溢
れ
る
仲
間
と
議
論
し

な
が
ら
、モ
ノ
を
作
る
仕
事
が
し
た

い
と
思
い
、生
涯
の
職
場
と
し
て

放
送
局
を
選
び
ま
し
た
。こ
れ
ま

で
に
ニュ
ー
ス
、ス
ポ
ー
ツ
、ド
キ
ュメ

ン
タ
リ
ー
な
ど
の
仕
事
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

最
大
の
失
敗
は
、2
0
0
0
年

に
北
広
島
市
で
自
衛
隊
の
航
空

機
が
、誤
っ
て
老
人
福
祉
施
設
の

駐
車
場
に
ミ
サ
イ
ル
を
撃
っ
た
事

故
の
取
材
で
し
た
。現
場
か
ら
生

中
継
す
る
こ
と
に
な
っ
た
私
は
、ア

ス
フ
ァ
ル
ト
に
深
く
刺
さ
っ
た
ミ
サ

イ
ル
の
穴
の
大
き
さ
を
表
現
す
る

た
め
に
、穴
に
指
を
出
し
入
れ
し

て
、「
御
覧
下
さ
い
。穴
は
第
二
関

節
の
深
さ
ま
で
到
達
し
て
い
ま

す
」と
リ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。そ
の

時
の
指
が
、人
差
し
指
で
は
な
く
、

中
指
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、ど
こ
か
卑

猥
な
恥
ず
か
し
い
リ
ポ
ー
ト
に

な
って
し
ま
い
ま
し
た
。

 

そ
う
し
た
失
敗
の一方
で
、私
は

北
海
道
が
直
面
す
る
危
機
も
見

続
け
て
き
ま
し
た
。入
社
２
年
目

の
1
9
9
7
年
に
は「
都
市
銀

行
」の
北
海
道
拓
殖
銀
行
が
経
営

破
綻
。5
年
前
の
2
0
0
6
年
に

は
倒
産
す
る
は
ず
の
な
い「
自
治

体
」の
夕
張
市
が
、年
間
収
入
の

60
倍
に
も
あ
た
る
6
0
0
億
円

以
上
の
負
債
を
抱
え
財
政
破
綻

…
。長
引
く
地
元
経
済
の
低
迷
に

加
え
、地
上
デ
ジ
タ
ル
化
の
設
備

投
資
も
あ
り
、我
々
地
方
局
の
経

営
も
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
方
の
事
情
も
あ
っ

て
か
、若
い
人
材
の「
温
度
の
低

下
」が
気
に
な
り
ま
す
。こ
れ
は

地
方
だ
け
の
問
題
か
も
し
れ
ま
せ

所
（
出
版
）の
O
B
4
人
に
お
願

い
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
マス
コ
ミ
業
界
も
不
況

と
ネ
ッ
ト
関
連
企
業
に
押
さ
れ
、

売
上
減
と
変
革
を
迫
ら
れ
て
い

ま
す
。10
年
前
な
ら
マ
ス
コ
ミ
な

ら
で
は
の
景
気
の
い
い
話
の
連
続

で
し
た
が
、
今
は
コン
テ
ン
ツ
に
ど

の
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
し
て
、
い

か
に
ヒッ
ト
や
売
上
げ
を
伸
ば
す

か
を
力
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　

秋
10
月
に
は
「
業
界
別
実
践

セ
ミ
ナ
ー
」
と
題
し
ま
し
て
3
日

間
に
渡
り
、放
送
、新
聞
、出
版
、

広
告
、
制
作
エン
タ
、
I
T
関
連

業
界
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
就
活
環

境
を
中
心
に
具
体
的
に
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。延
べ
９
０
０

名
に
の
ぼ
る
学
生
の
参
加
者
が

あ
り
、そ
の
関
心
の
高
さ
が
う
か

が
え
ま
し
た
。

　

も
う
一つ
の
柱
、「
M
M
C
マ
ス

コ
ミ
講
座
」は
学
生
に
対
し
て
、エ

ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
作
成
、
作
文
、

模
擬
面
接
を
中
心
に
よ
り
実
践

的
に
、
約
6
か
月
毎
週
各
O
B

が
講
師
と
し
て
各
期
60
人
程
を

指
導
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
今
年
度
は
、
東

日
本
大
震
災
の
影
響
も
あ
り
、

毎
週
の
指
導
は
休
止
し
11
月
の

集
中
講
座
開
催
に
と
ど
め
ま
し

た
。来
年
度
再
開
に
向
け
て
考

慮
中
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
今
年
4
月
入
社

予
定
の
4
年
生
は
…
読
売
新
聞

東
京
本
社
2
名
、日
刊
ス
ポ
ー
ツ

新
聞
、
東
宝
、
日
本
コ
ロ
ン
ビ
ア
、

静
岡
第
一テ
レ
ビ
ア
ナ
、
F
M
愛

媛
、共
同
テ
レ
ビ
ジ
ョン
他
、毎
年

10
名
以
上
の
学
生
が
大
手
マ
ス
コ

ミ
に
内
定
を
い
た
だ
い
て
ま
す
。

ま
た
惜
し
く
も
マ
ス
コ
ミ
に
入
ら

な
かっ
た
学
生
で
も
、
大
手
企
業

への
内
定
を
い
た
だ
い
て
ま
す
。

　

今
、
マ
ス
コ
ミ
各
社
は
生
き
残

り
を
か
け
て
切
磋
琢
磨
し
て
い

ま
す
。私
達
は
こ
れ
か
ら
も
そ
の

厳
し
い
状
況
を
伝
え
る
と
共
に
、

今
も
変
わ
ら
な
い
ク
リ
エ
イ
テ
ィ

ブ
な
仕
事
に
取
り
組
も
う
と
す

る
後
輩
諸
君
の
ア
シ
ス
ト
に
全

力
を
注
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。

常
任
理
事 

大
林
龍
彦
（
78
年
・

政
経
）　　
　
　
　

テ
ン
ト
生
活
の
ト
レッ
キ
に
出
発
。

4 

フ
ィ
ツ
ロ
イ
山（
3
4
0
5
ｍ
）

　
エ
ル
・
カ
ラ
フ
ァ
テ
か
ら
2
2
0

㎞
登
山
口
エ
ル
・
シ
ャ
ル
テ
ン
ま
で

の
バ
ス
は
、
緑
の
な
い
禿
山
の
よ
う

な
パ
ン
パ
と
呼
ば
れ
る
荒
野
を
走

る
。時
々
、パ
タ
ゴ
ニ
ア
だ
け
に
住
む

ラ
マ
の
よ
う
な
、
グ
ア
ナ
コ
が
20
か

ら
30
頭
群
れ
で
現
れ
た
。ま
た
コ

ン
ド
ル
も
み
か
け
た
。エ
ル
・
シ
ャ

ル
テ
ン
は
、
風
速
10ｍ
か
ら
20ｍ
の

風
が
絶
え
間
な
く
吹
い
て
、
人
影

の
な
い
街
だ
。フ
ィ
ツ
ロ
イ
は
、
氷

河
に
削
ら
れ
た
鋭
い
岩
壁
が
世
界

中
の
ク
ラ
イ
マ
ー
の
憧
れ
の
山
だ
。

最
初
の
キ
ャ
ン
プ
地
は
、氷
河
湖
の

近
く
で
、
秋
な
の
に
冬
山
の
寒
さ

だ
。
　

2
日
目
も
天
候
は
、
回
復
せ

ず
、
20
㎏
の
ザ
ッ
ク
に
あ
え
ぎ
な

が
ら
登
る
。3
日
目
に
少
し
回
復

す
る
が
パ
タ
ゴ
ニ
ア
の
自
然
の
厳
し

さ
を
あ
じ
わ
う
。

5 

プ
エ
ル
ト
ナ
タ
レ
ス（
チ
リ
） 

　

 

パ
イ
ネ
山（
2
8
0
0
ｍ
）

　
エ
ル
シ
ャ
ル
テ
ン
か
ら
カ
ラ
フ
ァ
テ

に
帰
り
、
ミ
ヤ
ザ
ト
イ
ン
で
3
・

1
1
東
日
本
大
地
震
と
、
大
津

波
、
原
発
事
故
を
C
N
N
ニュー
ス

で
知
り
シ
ョッ
ク
を
う
け
る
。東
京

への
電
話
連
絡
で
家
族
の
無
事
を

確
認
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
続
行
。パ

イ
ネ
山
の
入
り
口
、
プ
エル
ト
ナ
タ

レ
ス
ま
で
バ
ス
で
6
時
間
、
チ
リ
国

境
の
税
関
で
2
時
間
待
た
さ
れ
、

8
時
間
の
長
旅
と
な
っ
た
。税
関
の

チ
リ
美
人
の
職
員
が
笑
顔
を
振
り

ま
き
唯一の
慰
め
と
なっ
た
。

　
こ
の
街
の
人
口
2
万
人
、チ
リ
側

の
パ
タ
ゴ
ニ
ア
入
り
口
、
そ
し
て
パ

イ
ネ
国
立
公
園
の
観
光
基
地
で
あ

る
。海
が
近
く
魚
料
理
と
ワ
イ
ン

の
美
味
し
い
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多
か
っ

た
。ト
ー
レ
ス
パ
イ
ネ
は
、
花
崗
岩

の
岩
山
が
氷
河
に
侵
食
さ
れ
鋭
い

タ
ワ
ー
の
よ
う
な
岩
峰
で
あ
る
。ま

た
パ
イ
ネ
の
角
と
呼
ば
れ
る
パ
イ

ネ
グ
ラ
ン
デ
は
、
3
0
0
0ｍ
の
大

き
な
岩
山
が
、いつ
も
励
ま
す
か
の

よ
う
に
姿
を
み
せ
た
。

　

3
泊
4
日
の
天
幕
ト
レッ
キ
ン
グ

は
、快
晴
に
恵
ま
れ
、パ
タ
ゴニ
ア
の

自
然
を
満
喫
し
た
旅
に
なっ
た
。

6 

ウ
シ
ュ
ア
イ
ワ（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）

　

南
極
ま
で
1
0
0
0
㎞
ぐ
ら
い

の
ウ
シュア
イ
ワ
は
、
世
界
最
南
端

の
街
で
あ
る
。

　
プ
エ
ル
ト
ナ
タ
レ
ス
か
ら
バ
ス
で

12
時
間
の
長
旅
と
な
っ
た
が
落
ち

着
い
た
町
の
雰
囲
気
と
親
し
み
や

す
い
ア
ル
ゼ
ン
チ
ー
ナ
が
疲
れ
を
い

や
し
て
く
れ
た
。ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
と
ウ
シュア
イ
ワ
は
、思
い
き
って

パ
タ
ゴ
ニ
ア
紀
行

常
任
顧
問　

木
村 

武

5
ツ
星
ホ
テ
ル
に
し
、
久
し
ぶ
り
に

ゆ
っ
た
り
と
し
た
。マ
ゼ
ラ
ン
海
峡

と
ビ
ー
グ
ル
水
道
に
囲
ま
れ
た
街

は
、
南
緯
55
度
の
森
林
限
界
が
迫

り
、いつ
も
強
風
が
吹
き
、
高
山
に

い
る
よ
う
だ
。観
光
も
マ
ゼ
ラ
ン
ペ

ン
ギ
ン
の
生
息
地
の
ク
ル
ー
ズ
な
ど

楽
し
い
体
験
を
し
た
。

　

帰
国
の
ウ
シュア
イ
ワ
、ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
、フ
ロ
リ
ダ
、成
田
ま
で
の

長
い
フ
ラ
イ
ト
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
中

継
地
で
休
息
と
観
光
を
挿
み
、
楽

し
い
思
い
出
と
なっ
た
。

ん
が
、夢
を
抱
い
て
放
送
局
に
入
っ

て
く
る
若
者
が
極
め
て
少
な
く
な

り
ま
し
た
。「
内
定
が
出
た
か
ら
」

「
北
海
道
で
暮
ら
し
た
い
か
ら
」

な
ど
と
、我
々
の
時
代
で
は
１
次

面
接
で
落
と
さ
れ
そ
う
な
理
由
で

入
社
し
て
き
ま
す
。

 

就
職
斡
旋
の
仕
事
を
し
て
い
る

知
人
に
よ
れ
ば
、も
う
マ
ス
コ
ミ
、

特
に
地
方
局
は「
斜
陽
産
業
」で
、

人
気
業
種
で
は
な
い
と
言
い
ま

す
。そ
れ
も「
時
代
だ
か
ら
」と
納

得
す
る
風
潮
も
あ
り
ま
す
。し
か

し
、マ
ス
コ
ミ
は
権
力
と
対
峙
し
、

と
き
に
は
夢
を
語
る
仕
事
で
す
。

そ
れ
で
良
い
の
で
し
ょ
う
か
。

 

そ
こ
で
、明
大
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
に

お
願
い
が
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、テ
レ

ビ
の
世
界
に
夢
を
抱
く
、熱
を

持
っ
た
若
者
を
、北
海
道
に
送
り

込
ん
で
頂
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま

た
、北
海
道
内
に
明
大
出
身
の
マ
ス

コ
ミ
人
が
少
な
い
こ
と
も
私
は
大

き
な
問
題
だ
と
思
って
い
ま
す
。こ

の
ま
ま
、先
細
る
地
方
局
を
黙
っ

て
見
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
。有
望
な
若
者
を
ぜ
ひ
北
海
道

に
送
り
込
ん
で
頂
い
て
、北
海
道

の
危
機
を
脱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
。

 

Ｍ
Ｍ
Ｃ
30
周
年
の
節
目
に
、ご
縁

あ
り
ま
し
て
、こ
の
執
筆
の
機
会
を

頂
き
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
Ｍ
Ｍ
Ｃ
の

活
動
に
積
極
的
に
参
加
出
来
な

か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
す
る
と
と

も
に
、ぜ
ひ
地
方
への
人
材
供
給
も

お
忘
れ
な
く
、お
願
い
し
ま
す
。

 

以
上
、す
で
に一面「
銀
世
界
」の

北
海
道
の
現
場
か
ら
お
伝
え
し

ま
し
た
。

就
職
セ
ミ
ナ
ー

就
職
セ
ミ
ナ
ー
1010
余
年
、

余
年
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
学
生
支
援
を

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
学
生
支
援
を

パタゴニア　テントサイトにて

ペリト・モレノ氷河国立公園

パイネグランデ

　
Ｍ
Ｍ
Ｃ
創
立
30
周
年
を
機
に

当
会
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ

る
こ
と
が
昨
年
５
月
の
理
事
会

で
決
定
し
、私
が
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
い
ざ
始
め
て
み
る

と
、
な
か
な
か
方
向
性
が
定
ま

ら
ず
、原
稿
も
集
ま
ら
な
い
。やっ

と
本
格
的
に
動
き
出
し
た
の
は

年
末
に
な
って
か
ら
で
、
こ
の
原

稿
を
書
い
て
い
る
本
日
時
点
で
も

ま
だ
、
完
成
に
は
至
って
い
ま
せ

ん
。こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
の
意
見
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
、徐
々
に
進
化

さ
せ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
と
は
言
え
、
と
り
あ
え
ず

「
Ｍ
Ｍ
Ｃっ
て
ど
ん
な
集
ま
り
で

す
か
？
」
と
い
う
問
い
に
は
最
低

限
度
答
え
ら
れ
る
も
の
に
は
なっ

た
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
は
、セ

ミ
ナ
ー
の
講
師
の
先
生
を
お
願

い
す
る
時
や
、明
大
卒
業
生
に
会

への
参
加
を
誘
う
時
に
も
、便
利

な
ツ
ー
ル
に
な
る
と
自
負
し
て
い

ま
す
。是
非
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
い
た

だ
く
と
、直
近
の
行
事
予
定
に
ア

ク
セ
ス
で
き
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
に
ご
利
用

い
た
だ
き
、Ｍ
Ｍ
Ｃ
への
こ
れ
ま
で

以
上
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
Ｈ
Ｐ
の
中
に
は
、
現
時
点

で
手
に
入
っ
た
過
去
の
会
報
を

閲
覧
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置

し
て
い
ま
す
。特
に
設
立
当
時
の

会
報
を
読
み
直
し
て
み
る
と
、明

大
を
愛
し
、さ
ら
に
発
展
さ
せ
た

い
と
い
う
設
立
当
初
の
諸
先
輩

方
の
熱
い
想
い
が
伝
わ
って
来
ま

す
。ど
う
ぞ
ご一読
く
だ
さ
い
。

　

母
校
明
治
の
更
な
る
発
展
に

寄
与
で
き
る
明
大
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ

ブ
と
し
て
こ
れ
か
ら
も
明
治
の

力
を
繋
げ
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。そ

の
一
助
と
な
る
よ
う
な
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
って
ゆ
き
た
い
と
願

う
所
存
で
す
。

常
任
理
事 

山
田
祐
司（
83
年
・
商
）

Ｍ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成
！

Ｍ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成
！

Ｍ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成
！

Ｍ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成
！

Ｍ
Ｍ
Ｃ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
完
成
！MMC ホームページURL

http://www.meiji-mmc.com/

就
職
セ
ミ
ナ
ー
10
余
年
、

こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ぬ
学
生
支
援
を
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昭和会マスコミ部会～明大マスコミ会 駿台ジャーナリストクラブ(SJC)～駿台マスコミクラブ(SMC)

この間、毎年、村山富市元首相、笹川尭代議士、
秋元秀雄･藤原弘達（評論家）、岡野加穂留（明大学長）、
竹内貞夫（OB･フジＴＶ国会担当）らの講演活動

大学広報部要請で明治大学マスコミクラブとして合併（認証）発足。初代会長木元尚男（TBS）
第２代会長河合公八郎(NTV)、第３代会長木村武（宣研）、第４代会長斉藤柳光（日刊スポーツ）

明治大学マスコミクラブ（MMC）の系譜

第５代現会長　本村隆（TBS）

1982.3.5

年月日

1982.10.27

1983.7.7

1983.11.30

1984.5

1985.6.28

1985.10.25

1989.7.12

1989.11.10

1992.5.22

1993.4.16

1996.9.27

1997.7.23

1999.1.22

明大昭和会マスコミ部会設立準備会。
ＴＶ･ラジオ･広告･エンタメ･新聞各業界から10名参加。

第1回設立総会。マスコミ部会発足。
初代部会長　故 吉川英司（フジＴＶ･常務）。 27名出席

ニューメディアＣＡＴＶフォーラム開催。50名出席

第4回総会。
第2代部会長　坂本哲郎（フジＴＶ･常務）70名出席

第8回総会。
第3代部会長　故 長井肇（毎日放送･常務）

第1回ゴルフ懇親会。（現在まで60回重ねる）

第12回総会。名称を明大マスコミ会に変更。
第4代会長　堀威夫（ホリプロ会長）。80名出席

備前焼人間国宝、故藤原雄の窯元訪問。20名参加

第15回総会。
第5代会長　中森久之（朝日放送･常務）。60名出席

SMCと明大マスコミ会が合同新年会。90名参加

駿台ジャーナリストクラブ（SJC）設立総会。
初代会長　渡辺宏（TBS 副社長）。小島憲総長、
三木武夫元首相、飛鳥田一雄元社会党委員長来賓。
全国から約 200 名が参加。

第 2回総会。100 名余出席。

第 3回総会。明治大学 100 周年記念･新装大学会館にて。
第 2代会長　秋元秀雄（評論家）

第 10回総会。駿台ジャーナリストクラブ (SJC) から
駿台マスコミクラブ (SMC) に改称。
初代会長秋元秀雄。SMCニュース1号発行。

2000.1～

2011.1～

平成24年 1月現在（敬称略。役職は当時のものです）

に
な
って
お
り
ま
す
。そ
の
中
で
当

大
学
は
、２
年
連
続
で
入
学
志
願

者
数
が
日
本一に
な
り
ま
し
た
。新

学
部
の
設
置
や
サ
ッ
カ
ー
日
本
女

子
代
表
監
督
の
佐
々
木
則
夫
氏
を

は
じ
め
と
し
た
校
友
の
活
躍
も
あ

り
、当
大
学
が
世
間
に
注
目
さ
れ

る
機
会
が
増
え
て
ま
い
り
ま
し

た
。今
後
も
伝
統
と
歴
史
を
継
承

し
つつ
、時
代
の
要
請
に
応
え
る
べ

く
新
た
な
改
革
を
推
進
し
、素
晴

ら
し
い
人
材
を
輩
出
し
続
け
ま

す
。そ
し
て
、い
ま
以
上
に
社
会
へ

貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、明
治
大
学
は
世
界
に
誇

れ
る
大
学
を
目
指
し
、世
界
に
向

け
た
提
言
を
発
信
す
る
教
育・研

究
拠
点
と
し
て
さ
ら
な
る
進
化
を

図
って
ま
い
り
ま
す
。明
治
大
学
マ

ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
方
に
も
、

今
後
の
明
治
大
学
に
よ
り
いっ
そ

う
注
目
し
て
い
た
だ
き
、さ
ら
に
は

皆
さ
ま
方
の
ご
理
解・ご
協
力
を

得
て
、明
治
大
学
を
メ
デ
ィ
ア
に
大

い
に
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
ら
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。大
学
当

局
も
積
極
的
に
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

を
行
い
、戦
略
的
な
広
報
展
開
を

し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、創
立
30
周
年

を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
、関

係
各
位
の
ご
活
躍
及
び
ご
多
幸
、

そ
し
て
、明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ

ブ
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を

心
か
ら
お
祈
り
し
、ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
が
創

立
30
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、駿
台
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
ク
ラ
ブ
初
代
会
長
の
渡
辺

宏
氏
、明
大
マ
ス
コ
ミ
会
初
代
会
長

の
吉
川
英
司
氏
を
は
じ
め
、歴
代

関
係
諸
氏
の
熱
意
と
努
力
が
実

を
結
ん
だ
賜
物
と
存
じ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
も
ご
高
承
の
と
お
り
、

当
大
学
は
昨
年
創
立
１
３
０
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。岸
本
辰
雄・

宮
城
浩
蔵・矢
代
操
の
３
人
の
先

生
方
の
情
熱
と
真
摯
な
姿
勢
は
、

建
学
の
精
神
で
あ
る「
権
利
自

由
」「
独
立
自
治
」と
し
て
今
に

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。大
学
の

使
命
と
は
、教
育
・
研
究
の
高
度

化
を
基
本
と
し
、日
本
国
内
は
言

う
に
及
ば
ず
世
界
で
活
躍
で
き

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
、ま

た
、社
会
人
と
し
て
立
派
に
責
任

と
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き

る
人
格
の
陶
冶
を
図
る
こ
と
だ

と
私
は
考
え
ま
す
。

　

大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
18

歳
人
口
が
逓
減
傾
向
で
全
入
時

代
と
な
り
、大
学
間
競
争
は
熾
烈

　
こ
の
度
は
、
明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ

ク
ラ
ブ
創
立
30
周
年
を
迎
え
ら

れ
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。ま
た
、私
共
明
治
大
学
建
設
・

不
動
産
駿
台
会
を
同
じ
明
治
大

学
昭
和
会
の
流
れ
を
汲
む
O
B
・

O
G
会
と
し
て
常
日
頃
か
ら
交
流

さ
せ
て
い
た
だ
き
、大
変
う
れ
し
く

思
い
、感
謝
の
念
に
絶
え
ま
せ
ん
。

　

30
年
間
と
い
う
長
き
に
亘
り
、

諸
先
輩
方
の
ご
努
力
・
ご
尽
力
は

も
と
よ
り
、
会
員
一人
一人
の
ご
活

動
・
ご
活
躍
が
あ
れ
ば
こ
そ
、こ
の

よ
う
に
会
が
続
い
て
い
く
の
だ
と

確
信
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。私

共
の
業
界
で
も
、情
報
は
、ま
ず
は

知
る
こ
と
の
大
切
さ
、そ
し
て
分
析

し
、理
解
す
る
こ
と
、そ
の
上
で
行

動
に
移
す
こ
と
の
指
針
の一つ
に
なっ

て
い
ま
す
。正
に
マ
ス
コ
ミ
業
界
と

の
深
いつ
な
が
り
が
重
要
な
も
の
に

な
って
お
り
ま
す
。お
互
い
に
切
磋

琢
磨
し
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
重

ね
、
活
動
し
て
い
く
こ
と
で「
明
治

大
学
お
よ
び
社
会
に
貢
献
す
る
」

と
い
う
我
々
O
B
・
O
G
に
か
け

ら
れ
た
使
命
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ

ブ
設
立
30
周
年
記
念
総
会
の
成

功
を
祈
念
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

編
集
長　

馬
渕 

豊

　
マ
ス
コ
ミ
界
で
活
躍
し
て
い
る
明

治
大
学
出
身
者
が
横
断
的
に
親
睦

と
情
報
交
換
、交
流
の
場
を
絆
と

し
て
発
足
し
た「
明
治
大
学
マ
ス
コ

ミ
ク
ラ
ブ
」は
30
周
年
を
迎
え
同

慶
の
至
り
。発
足
し
て
以
来
駿
台

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ク
ラ
ブ（
S
J
C
）

と
、明
大
昭
和
会
の
マ
ス
コ
ミ
会
が

合
併
し
て
、「
明
治
大
学
マス
コ
ミ
ク

ラ
ブ
」と
名
称
を
変
え
て
10
年
に

な
る
。

　

そ
ん
な
中
、千
年
に一度
と
い
わ

れ
た
東
日
本
大
震
災
、原
発
事
故

発
生
の
昨
年
か
ら
平
成
二
十
四
年

を
節
目
に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。世
界
情
勢
は
、米
国
リ
ー
マ
ン

シ
ョッ
ク
、欧
州
通
貨
不
安
、中
東

宗
派
争
い
等
、日
本
円
高
の
影
響
、

経
済
不
況
は
国
民
を
底
知
れ
ぬ
不

安
に
陥
れ
て
い
る
。「
マ
ス
コ
ミ
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
す
。

既
存
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
ネ
ッ
ト
へ
広

告
費
が
流
れ
、新
聞
、出
版
は
苦
し

く
な
る一方
、業
界
の
先
行
き
は
明

る
く
な
い
」と
木
村
武
初
代
マ
ス
コ

ミ
会
事
務
局
長
O
B
。ま
た
、元
フ

ジ
テ
レ
ビ
報
道
、政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
竹
内
貞
男
O
B
は「
ド
ロ
舟
の

沈
没
寸
前
の
政
局
、国
民
は
タ
イ
タ

ニッ
ク
号
か
ら
放
り
出
さ
れ
た
人

た
ち
と
同
じ
運
命
な
の
か
。そ
の
た

め
に
も
権
力
を
見
据
え
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
M
M
C
は
進
ん
で
ほ
し
い
」と

「
前
へ
」の
精
神
を
強
調
す
る
。「
ス

タ
ー
ト
は
不
安
だ
ら
け
、し
か
し
、

広
報
課
で
マス
コ
ミ
関
係
の
卒
業
生

を
探
し
出
し
て
も
ら
い
手
書
き
で

住
所
を
探
し一覧
表
を
ま
と
め
、三

千
人
に
も
及
ぶ
資
料
を
作
っ
た
」と

発
足
当
時
、元
共
同
通
信
、S
J
C

初
代
事
務
局
長
の
荻
須
勲
O
B
は

述
懐
し
、「
権
利
、自
由
、独
立
、自

治
の
精
神
を
い
ま
の
内
向
き
指
向

の
強
い
現
役
明
大
生
に
…
」と
叱

咤
激
励
す
る
。そ
の
た
め
に
も
い
ま

活
動
し
て
い
る
マ
ス
コ
ミ
就
活
講
座

開
講
の
活
動
、ネ
ッ
ト
H・P
の
開
設

は
M
M
C
の
前
に
明
る
い
陽
光
が

射
し
こ
む
こ
と
を
望
み
た
い
。

　

貴
ク
ラ
ブ
が
創
立
30
周
年
を
迎

え
ら
れ
ま
し
た
事
に
心
よ
り
祝
意

を
申
し
上
げ
ま
す
。発
足
以
来
、

会
員
皆
様
の
脈
々
と
受
け
継
が
れ

た
熱
き
思
い
が
、
長
き
歴
史
と
輝

か
し
い
伝
統
を
築
か
れ
た
も
の
と

敬
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

知
の
集
団
で
あ
る
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ

ブ
は
、
幾
多
の
校
友
会
組
織
の
中

で
も
常
に
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ

り
ま
す
。私
達
全
国
紫
明
ク
ラ
ブ

も
、皆
様
の
活
発
な
活
動
、即
ち
マ

ス
コ
ミ
講
座
、
就
職
セ
ミ
ナ
ー
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
は
じ
め
と
し
た
活

動
に
い
つ
も
注
目
し
模
範
と
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
「
時
代
の
夢
を
破
る
べ
く
、
正
義

の
鐘
を
打
ち
て
鳴
ら
さ
ん
」
明
治

大
学
校
歌
の一節
で
す
が
、
ま
さ
に

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
た
る
マス
コ
ミ

ク
ラ
ブ
に
は
こ
れ
か
ら
も
時
代
の

先
端
を
走
り
続
け
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。全
国
紫
明
ク
ラ
ブ
も

異
業
種
交
流
を
通
じ
て
「
高
き
理

想
の
道
を
行
く
」
が
ご
と
く
人
間

成
長
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て

参
り
ま
す
。今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご

厚
誼
の
程
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、貴
会
の
ま
す
ま
す
の

ご
隆
盛
を
祈
念
申
し
上
げ
お
祝
い

の
言
葉
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

明
治
大
学

理
事
長　

長
堀 

守
弘

う
多
様
性
を
も
っ
た
人
材
の
豊
富

さ
に
あ
る
で
し
ょ
う
。是
非
、
マ
ス

コ
ミ
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
、
新

聞
、テ
レ
ビ
、ラ
ジ
オ
、広
告
、制
作

エン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
、I
T
関
係
等

を
中
心
に
、
明
治
大
学
の
学
生
が

広
範
囲
に
就
職
し
、
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。マ
ス
コ

ミ
に
お
け
る
卒
業
生
の
数
と
そ
の

活
躍
が
、
母
校
の
名
声
を
上
げ
る

た
め
に
は
、
最
も
大
事
の一つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら

ば
、我
々
は
、卒
業
生
が
活
躍
し
て

い
る
こ
と
を
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て

初
め
て
知
り
、マ
ス
コ
ミ
に
母
校
の

名
前
が
出
た
り
、
現
役
や
校
友
の

活
躍
に
関
す
る
報
道
に
接
す
る

と
欣
喜
雀
躍
す
る
か
ら
で
す
。そ

れ
が
母
校
愛
の
源
、
校
友
活
動
の

元
気
の
源
と
な
り
、
ひ
い
て
は
母

校
の
強
力
な
支
援
に
繋
が
る
か
ら

で
す
。

　

齊
藤
柳
光
前
会
長
は
、
現
在
、

校
友
会
の
広
報
担
当
の
副
会
長
と

し
て
、ネ
ッ
ト
と
ウェッ
ブ
を
用
い
て

校
友
間
の
情
報
共
有
を
目
的
と

す
る
紫
紺
ネ
ッ
ト
の
構
築
の
け
ん

引
役
に
な
って
い
ま
す
。齊
藤
前
会

長
を
は
じ
め
と
し
た
M
M
C
の
会

員
の
仲
立
ち
で
、是
非
、M
M
C
と

校
友
会
と
が
共
同
を
し
て
、
明
治

は一つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
手
を
た

づ
さ
え
て
母
校
発
展
の
支
援
に
努

力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ど
う
ぞ
、
宜
し
く
お
願
い
を
致
し

ま
す
。

　

M
M
C
（
明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク

ラ
ブ
）は
、
2
0
0
0
年
頃
に
マ
ス

コ
ミ
関
係
の
会
が
大
同
団
結
し
て

発
足
し
た
こ
と
は
知
って
い
ま
し
た

が
、
そ
の
前
に
約
20
年
間
の
前
史

が
あ
り
、
華
や
か
な
活
動
の
歴
史

を
有
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き
ま
し

た
。先
人
の
御
努
力
に
敬
意
を
表

す
る
と
共
に
30
周
年
を
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

M
M
C
に
は
、
私
は
、
あ
る
思
い

が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ
は
、
M
M
C

が
毎
年
、
マ
ス
コ
ミ
関
係
の
就
職
セ

ミ
ナ
ー
を
現
役
学
生
の
た
め
に
開

催
し
て
頂
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
積
極
さ

と
後
輩
を
思
う
熱
意
に
頭
が
下
が

る
思
い
を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。と

き
ど
き
、
M
M
C
の
会
合
に
顔
を

出
さ
せ
て
頂
く
機
会
が
あ
り
ま
す

が
、
き
ら
星
の
ご
と
く
に
活
躍
さ

れ
た
素
晴
ら
し
い
先
輩
の
存
在
と

幅
の
広
い
人
脈
と
後
輩
を
思
う
会

員
の
気
持
ち
の
強
さ
に
、
常
に
感

銘
を
受
け
て
い
た
か
ら
で
す
。

　

明
治
大
学
の
良
さ
の一つ
は
、
ど

の
分
野
に
も
卒
業
生
が
い
る
と
い

校
友
会

会
長　

向
殿 

政
男

明
治
大
学
建
設
・
不
動
産
駿
台
会

会
長　

太
田 

裕
康

全
国
紫
明
ク
ラ
ブ

会
長　

上
西 

紘
治

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
創
立

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
創
立
3030
周
年
を
祝
す

周
年
を
祝
す

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
創
立
30
周
年
を
祝
す

「
前
へ
」、更
に

「
前
へ
」、更
に
M
M
C

M
M
C
はは
……

「
前
へ
」、更
に

「
前
へ
」、更
に
M
M
C

M
M
C
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……

「
前
へ
」、更
に

「
前
へ
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に
M
M
C

M
M
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昨
年
は
明
治
大
学
創
立
百
三

十
周
年
で
様
々
な
式
典
や
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。私
も
ア
カ
デ
ミ
ー

コ
モ
ン
で
開
か
れ
た
大
学
の
式
典

に
招
か
れ
、
あ
ら
た
め
て
明
治
大

学
の
百
三
十
年
と
い
う
歴
史
の
重

み
を
実
感
い
た
し
ま
し
た
。翻
っ

て
、我
々
Ｍ
Ｍ
Ｃ
も
今
年
で
三
十
周

年
と
な
り
ま
す
。駿
台
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
ク
ラ
ブ
と
明
大
マ
ス
コ
ミ
会
が

合
併
し
て
十
年
と
な
り
ま
す
が
、

今
こ
う
し
て
Ｍ
Ｍ
Ｃ
と
し
て
活
動

で
き
て
い
る
の
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク

ラ
ブ
に
加
盟
し
て
い
た
諸
先
輩
が一

致
協
力
し
て
頑
張
っ
て
き
た
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
懐
の
深
さ
や

愛
校
心
に
対
し
改
め
て
御
礼
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、マス
コ
ミ
を
取
り
ま
く
環

境
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。既
存
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
へ
広
告
費
が
流

れ
た
こ
と
で
、新
聞
や
出
版
な
ど
の

活
字
メ
デ
ィ
ア
は
こ
れ
ま
で
に
な
い

苦
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。テ

レ
ビ
も
決
し
て
い
い
と
は
言
え
ず
、

既
存
のマス
コ
ミ
業
界
は
先
行
き
に

明
る
さ
を
感
じ
ら
れ
な
い
と
いっ
た

状
況
で
す
。業
界
の
景
気
と
い
う

意
味
で
は
な
か
な
か
苦
し
い
も
の

の
、
東
日
本
大
震
災
報
道
に
邁
進

さ
れ
た
地
元
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
頑

張
り
は
、
そ
う
し
た
閉
塞
状
況
と

は
別
の
次
元
で
、
本
来
マ
ス
コ
ミ
が

担
う
社
会
的
な
使
命
を
全
う
す

る
も
の
だっ
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
遅
々
と
し
て
進
ま

な
か
っ
た
復
興
の
槌
音
も
徐
々
に

聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。福
島
の
原
発
が
ど
う
な

る
の
か
と
い
う
不
安
定
な
要
因
を

抱
え
つつ
、マス
メ
デ
ィ
ア
は
震
災
以

後
の
日
本
が
ど
う
い
う
方
向
に
進

む
べ
き
か
と
い
う
青
写
真
を
描
く

責
務
を
負
っ
て
い
ま
す
。我
が

Ｍ
Ｍ
Ｃ
も
メ
デ
ィ
ア
の一端
を
担
う

も
の
の
集
ま
り
と
し
て
、
震
災
以

後
の
日
本
の
あ
り
か
た
に
つい
て
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
立
場
に
あ

り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、一番
大
変

な
こ
の
時
期
に
三
十
周
年
を
迎
え

た
こ
と
は
、我
々
に
課
せ
ら
れ
た
責

任
の
重
さ
を
再
認
識
さ
せ
る
い
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
り
、
こ
の
二
千
十

二
年
を
新
た
な
出
発
点
と
し
て
進

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
が

今
年
30
周
年
を
迎
え
、そ
の
存
在

意
義
が
益
々
高
い
評
価
を
得
て
い

る
こ
と
は
、
関
係
者
の
皆
様
の
ご

活
躍
に
よ
る
も
の
と
深
甚
な
る
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

本
学
に
は
、
駿
台
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
ク
ラ
ブ
を
継
承
し
た
、
駿
台

マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
と
、明
治
大
学
昭

和
会
の
明
大
マ
ス
コ
ミ
会
の
２
団

体
が
あ
り
ま
し
た
。

　
いつ
の
頃
で
あ
っ
た
か
、
私
は
両

団
体
に
所
属
し
て
い
た
関
係
で
、

T
B
S
時
代
の
上
司
で
あ
っ
た
渡

辺
宏
駿
台
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
会
長

の
意
向
を
受
け
、両
団
体
の
役
員

に
１
本
化
の
打
診
を
い
た
し
ま
し

た
。
　

そ
の
間
、
か
な
り
の
紆
余
曲
折

が
あ
り
ま
し
た
が
、
思
え
ば
、
こ

の
両
団
体
が
統
合
に
至
っ
た
の

は
、
当
時
の
駿
台
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ

会
長
秋
元
秀
雄
氏
と
、
明
大
マ
ス

コ
ミ
会
会
長
堀
威
夫
氏
の
英
断

に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、２
０
０
０
年
初
頭
、こ

の
両
会
が「
明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク

ラ
ブ
」と
し
て
新
し
い一歩
を
踏
出

す
に
至
っ
た
次
第
で
す
。　

　
い
ま
の
社
会
は
、
技
術
の
進
歩

に
支
え
ら
れ
た
メ
デ
ィ
ア
の
多
様

化
に
よ
り
、
情
報
が
瞬
時
に
世
界

に
伝
わ
る
高
度
情
報
化
社
会
で

す
。世
界
各
地
で
起
き
て
い
る
改

革
や
騒
乱
も
、
情
報
が
人
々
の
心

を
揺
さ
ぶ
り
、
行
動
を
起
こ
さ
せ

た
と
言
え
ま
す
。

　
い
ま
日
本
で
、
大
き
な
話
題
と

言
え
ば
放
射
線
が
あ
り
ま
す
が
、

　

昨
年
７
月
13
日
、
銀
座
ガ
ス

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
M
M
C
恒

例
の
サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参

加
し
ま
し
た
。ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
へ

の
参
加
は
、
大
学
時
代
以
来
に
な

り
ま
す
。今
回
は「
マ
ス
コ
ミ
人
」と

し
て
の
参
加
で
す
。大
学
時
代
に

こ
の
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
で
お
会
い
し
た

先
輩
方
の
ご
指
導
の
お
陰
で
、

２
０
０
８
年
に
希
望
し
て
い
た
広

告
会
社
に
無
事
就
職
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。就
職
直
後
は
、と
に

か
く
仕
事
が
楽
し
く
夢
中
で
夜

遅
く
ま
で
仕
事
を
す
る
日
々
が
続

き
、
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
の
お
誘
い
を

い
た
だ
き
な
が
ら
も
、
残
念
な
が

ら
参
加
で
き
な
い
年
が
続
き
ま
し

た
。 

入
社
４
年
目
を
迎
え
、
心
身

と
も
に
ゆ
と
り
が
で
て
、
今
年
こ

そ
は
参
加
す
る
と
心
に
決
め
て
い

ま
し
た
。

　

会
場
に
入
る
と
大
学
時
代
に
お

世
話
に
な
っ
た
先
輩
方
が一堂
に
介

し
て
お
り
、数
年
ぶ
り
に
お
会
い
で

き
て
嬉
し
さ
と
懐
か
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。大
学
時
代
は
お

話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
先
輩

方
と
、
今
回
は「
マ
ス
コ
ミ
人
」と
し

て
仕
事
の
お
話
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
だ
な
ん
て
、感
慨
深
い
も
の
で

す
。大
学
時
代
の
出
会
い
が
今
に
つ

な
が
る
。そ
ん
な
素
敵
な
出
会
い

が
あ
る
の
が
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
で

す
。是
非
大
学
生
も
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

稲
葉
真
由
香（
08
年
・
情
報
コ
ミュ

ニ
ケ
ー
シ
ョン
学
部
卒
）

十
一
月
二
十
一
日
、快
晴

と
力
強
く
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。ま

す
ま
す
お
元
気
、
エ
ー
ジ
シュー
ト

達
成
記
念
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
る

の
も
そ
う
遠
く
な
い
の
で
は
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
よ
く
ば
初
参
加
優
勝
を

目
指
し
ま
し
た
が
ご
両
人
と
も
不

本
意
な
成
績
に
終
わ
り
ま
し
た
。

雰
囲
気
に
も
な
じ
ん
だ
の
で
次
回

の
優
勝
は
期
待
で
き
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
し
ば
ら
く
不
順
な
天
候
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
当
日
は
快
晴
無
風

絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
と
な
り
ま
し

た
。今
回
の
会
場
は
大
西
敏
勝
さ

ん
が
最
近
入
会
し
た
石
坂
ゴ
ル
フ

倶
楽
部
で
の
開
催
で
す
。武
蔵
野

台
地
に
作
ら
れ
た
、
な
か
な
か
戦

略
的
な
面
白
い
コ
ー
ス
で
す
。欠
場

者
続
出
で
十
二
人
三
組
の
少
々
寂

し
い
コンペ
と
な
り
ま
し
た
。

　

堀
さ
ん
は
二
年
前
の
春
の
観
桜

コンペ
で
優
勝
し
ま
し
た
が
、
秋
の

優
勝
は
初
め
て
で
し
ょ
う
か
、記
憶

に
あ
り
ま
せ
ん
。優
勝
の
ス
ピ
ー
チ

で
「
来
年
は
傘
寿
を
迎
え
る
の
で

エ
ー
ジ
シ
ュ
ー
ト
を
目
指
し
た
い
」 バブリーなクラブハウスの前で

◆
昨
年
は
、恒
例
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
、賑
々
し
く
開
学
1
3
0
周

年
、記
念
式
典
と
校
友
大
会
千
二

百
名
、駿
河
台
に
集
う
。

◆
M
M
C
過
去
、い
ま
、未
来
へ
。

（
Y
･
M
）

　

恒
例
の
情
報
交
換
会
「
M
M
C

サ
ロ
ン
」が
昨
年
12
月
2
日
、
こ
れ

も
ま
た
恒
例
の
レ
ス
ト
ラ
ン「
ア
ミ
」

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。6
回
目
と

な
る
今
回
は
特
に
女
性
会
員
が
目

立
ち
、
皆
さ
ん
積
極
的
に
名
刺
交

換
、
情
報
交
換
を
行
い
、
大
手
企

業
の
若
手
女
性
と
広
告
代
理
店

O
B
と
の
や
り
取
り
や
、
I
T
広

告
代
理
店
の
女
性
社
員
が
名
刺

交
換
に
動
き
回
る
な
ど
、
業
界
の

縮
図
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
制
作
会
社
と
イ
ベ

ン
ト
会
社
、
タ
レ
ン
ト
、Ｍ
Ｃ
等
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョン
会
社
、印
刷
製
作
会

社
、ハウ
ス
エ
ー
ジェン
シ
ー
会
社
勤

務
Ｏ
Ｂ
と
幅
広
い
業
界
人
が
集

ま
っ
た
こ
と
も
今
回
の
特
徴
で
し

た
。ま
た
、
今
回
初
め
て
M
M
C

会
員
で
国
会
議
員
の
先
生
も
お

見
え
に
な
り
、こ
れ
に
は
参
加
し

編
集
後
記

平
成
二
十
四
年
三
月
二
十
八
日

相
模
カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部

幹
事
・
楡 

郁
太
郎 （
64
年
・
商
）

（
申
込
連
絡
先
090-

2247-

1121）

次
回
観
桜
コ
ン
ペ
参
加
者
大
募
集
中

武
内
裕
杯
紅
葉
コ
ン
ペ
報
告

武
内
裕
杯
紅
葉
コ
ン
ペ
報
告

武
内
裕
杯
紅
葉
コ
ン
ペ
報
告

堀
さ
ん
二
年
ぶ
り
の
優
勝

初
参
加 

永
井
進
氏
・
宇
都
大
勝
氏

順位
優勝
２位
３位
４位
５位
６位
７位
８位
９位
10位
11 位
12 位

氏　名
堀 威夫
佐々木 共成
中根 薫
泊 三夫
永井 進
齋藤 柳光
宇都 大勝
大西 敏勝
楡 郁太郎
久保田 耕平
木村 武
内田 正彦

アウト
43
42
47
48
48
57
46
50
46
56
54
57

イン
43
43
45
45
47
44
49
48
50
48
55
52

グロス
86
85
92
93
95
101
95
98
96
104
109
109

ハンデ
15
10
12
13
15
20
12
15 
12 
16
20
15

ネット
71
75
80
80
80
81
83
83 
84 
88
89
94

放
射
線
と
放
射
能
、放
射

性
物
質
の
混
同
、
ま
た
放

射
線
の
単
位
で
あ
る
ベ
ク

レ
ル
、シ
ー
ベ
ル
ト
、グ
レ
イ

な
ど
の
表
現
の
混
乱
が
気

に
な
り
ま
す
。

　

宇
宙
に
は
宇
宙
線
（
放

射
線
）が
飛
び
交
い
、地
球

も
誕
生
の
時
か
ら
放
射

線
は
存
在
し
て
い
ま
す
。

C
T
検
査
で
は
6
.
9
ミ

リ
シ
ー
ベ
ル
ト
の
や
や
高
い

放
射
線
を
受
け
ま
す
が
、

し
か
し
病
気
の
発
見
が
遅

れ
る
リ
ス
ク
と
、
検
査
で

放
射
線
を
意
図
的
に
受

け
る
リ
ス
ク
の
ど
ち
ら
を

選
択
す
る
か
。

Ｍ
Ｍ
Ｃ
会
長　

本
村　

隆

3030
周
年
を
新
た
な
出
発
点
に

周
年
を
新
た
な
出
発
点
に

3030
周
年
を
新
た
な
出
発
点
に

周
年
を
新
た
な
出
発
点
に

30
周
年
を
新
た
な
出
発
点
に

今
後
一
層
の
活
動
を
期
待

今
後
一
層
の
活
動
を
期
待

今
後
一
層
の
活
動
を
期
待

今
後
一
層
の
活
動
を
期
待

今
後
一
層
の
活
動
を
期
待

Ｍ
Ｍ
Ｃ
初
代
会
長　

木
元  

尚
男

ＭＭＣ会長　本村　隆

MMC初代会長　木元  尚男

M
M
C
創
立 

30
周
年
記
念
号　
繋
ご
う
明
治
の
力
！

繋
ご
う
明
治
の
力
！

繋
ご
う
明
治
の
力
！

繋
ご
う
明
治
の
力
！

繋
ご
う
明
治
の
力
！

　
こ
の
よ
う
に
、
社
会
に
は
二
律

背
反
的
な
事
象
が
常
に
身
近
に

あ
り
ま
す
。

　

本
学
で
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
目
指

す
学
生
諸
君
は
、
こ
の
こ
と
を
念

頭
に
置
き
「
科
学
的
事
実
に
基
づ

い
た
正
確
な
情
報
」を
伝
え
、
社

会
の
為
に
役
立
つ
情
報
を
発
信
す

る
よ
う
心
掛
け
て
頂
き
た
い
。

明
治
大
学
マ
ス
コ
ミ
ク
ラ
ブ
が
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
で
働
い
て
い
る
方
々
に
、

ま
た
、
こ
れ
か
ら
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を

志
す
方
々
に
、
少
し
で
も
お
役
に

立
つ
存
在
で
あ
り
た
い

と
願
って
お
り
ま
す
。

　

30
周
年
を
期
に
、
今
後
一層
の

活
動
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

木
元
尚
男 （
29
年
・
商
）

MMC発足総会（2000年1月）

第
24
回
M
M
C
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て

サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て

サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て

サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て

サ
マ
ー
ビ
ア
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
て

　

こ
の
募
金
は
、明
治
大
学
募

金
室
の「
明
治
大
学
被
災
学
生

支
援
義
援
金
」を
通
じ
、東
日

本
大
震
災
で
被
災
し
た
明
治

大
学
現
役
学
生
へ
の
奨
学
金
等

に
充
て
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　

当
日
、皆
さ
ま
の
ご
厚
意
に

よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
義
援
金
は

総
額
４
５
’６
６
０
円
。

　

明
治
大
学
被
災
学
生
支
援

義
援
金
と
し
て
、明
治
大
学
教

育
振
興
協
力
資
金
寄
付
窓
口

に
振
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

【
明
大
学
生
被
災
者
支
援
カ
ン
パ
】

パ
ー
テ
ィ
会
場
で
実
施
！

武内裕杯授与

　
こ
の
コ
ン
ペ
は
大
学
Ｏ
Ｂ
対
抗
ゴ

ル
フ
コ
ンペ
で
す
。チ
ー
ム
戦
で
上
位

五
名
の
合
計
ス
コ
ア
で
争
い
ま
す
。

八
十
名
・
十
五
校（
早
、
慶
、
明
、

法
、日
、
拓
、
中
、
東
経
、
北
大
な

ど
）
が
参
加
す
る
大
コ
ン
ペ
で
す
。

箱
根
駅
伝
並
み
に
学
連
選
抜
チ
ー

ム
も
あ
り
ま
す

　

優
勝
す
る
と
賞
金
は
ご
く
さ
さ

や
か
で
す
が
、
表
彰
式
で
校
歌
三

番
ま
で
歌
わ
せ
て
も
ら
え
る
と
い

う
栄
誉
に
浴
し
ま
す
。母
校
の
た

め
に
い
い
大
人
が
む
き
に
な
って
戦

い
ま
す
。

　
Ｍ
Ｍ
Ｃ
メ
ン
バ
ー
の
参
加
は
三
年

前
か
ら
、
常
に
上
位
で
す
が
今一歩

で
優
勝
を
逃
が
し
て
ま
す
。大
西
、

佐
々
木
、堀
口
、永
井
、楡
他
の
強

力
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

年
三
回
開
催
さ
れ
、二
十
四
年
は一

月
二
十
日
で
す
の
で
Ｍ
Ｍ
Ｃ
総
会
の

と
き
は
朗
報
を
お
伝
え
で
き
る
と

思
い
ま
す
。腕
に
自
信
の
あ
る
方
は

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　　

て
い
た
現
役
学
生
に
も
刺
激
に

なっ
た
様
子
。

　
こ
の
サ
ロン
、
M
M
C
の
就
職
セ

ミ
ナ
ー
や
マ
ス
コ
ミ
講
座
を
経
て
、

晴
れ
て
マ
ス
コ
ミ
人
と
な
っ
た
若
手

の
参
加
が
徐
々
に
増
え
て
い
ま
す
。

次
回
は
4
月
を
予
定
し
て
い
ま
す

の
で
、是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

柳
澤
克
行（
78
年
・
政
経
）

第第
66
回回
M
M
C

M
M
C
サ
ロ
ン
開
催

サ
ロ
ン
開
催

第
6
回
M
M
C
サ
ロ
ン
開
催

「
バ
ー
サ
ス
会
」コ
ン
ペ
の
紹
介


